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安全にお使いいただくために

■ 本書について
本書には、お買い上げいただいた製品を安全に正しく使用する
ための重要な事柄が記載されています。本製品をご使用される
前に、本書を熟読してください。
また、本書は、本製品の使用中にいつでもご覧になれるよう
に、大切に保管してください。

■ 電波障害自主規制について
この装置は、情報処理装置等電波自主規制協議会（ＶＣＣＩ）
基準に基づくクラスＢ情報処理装置です。この装置は、家庭環
境で使用することを目的としておりますが、この装置がラジオ
やテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引
き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

■ 国際エネルギースタープログラムについて
当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者とし
て、本製品が国際エネルギースタープログラムの基準に適合し
ていると判断します。�
国際エネルギースタープログラムは、コンピュータをはじめと
したオフィス機器の省エネルギー化促進のための国際的なプロ
グラムです。このプログラムはエネルギー消費を効率的に抑え
るための機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的としたも
ので、事業者の自主判断により参加することができる任意制度
となっています。対象となる装置は、コンピュータ、ディスプ
レイ、プリンタ、ファクシミリおよび複写機等のオフィス機器
で、それぞれの基準ならびにマークは参加各国で統一されてい
ます。
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■ ハイセイフティ用途での使用について
本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用
等の一般的用途を想定して設計・製造されているものであり、
原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交
通管制、大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のため
の医療用機器、兵器システムにおけるミサイル発射制御など、
極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されな
い場合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途（以
下「ハイセイフティ用途」という）に使用されるような設計・
製造されたものではありません。お客様は、当該ハイセイフ
ティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、本製
品を使用しないでください。お客様がハイセイフティ用途に本
製品を使用したことにより発生する損害につきましては、お客
様または第三者からのいかなる請求または損害賠償に対しても
当社は一切その責任を負いません。

■ 事業系の使用済み製品の引き取りとリサイクルについてのお願い
・この製品の所有権が事業主の場合には、使用後に廃却され
る製品は産業廃棄物扱いとなり、廃棄する際にはマニフェ
スト伝票（産業廃棄物管理表）の発行が必要となります。

・製品所有者が当社に廃棄を依頼される場合には、当社と連
携している物流会社（産業廃棄物収集運搬許可業者）にて
引取りを行いますので、その際には、「PFUライフビジネス
株式会社　首都圏リサイクルセンター」（電話0467-70-7290）
へお問い合わせをお願いします。

・当社では、リサイクルシステムを構築し、リサイクルセン
ターで使用済製品の解体、分別処理により、部品の再利用
や材料へのリサイクルを行っています。

■ グリーン製品について
本製品は、当社の厳しい環境評価基準（リサイクル、省エネ
化、環境にやさしい素材の採用など）をクリアした地球にやさ
しい「グリーン製品」として提供しています。
詳細は富士通ホームページ「環境のコーナー」をご参照くださ
い。
http://eco.fujitsu.com/
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■ 複製について
紙幣、貨幣、政府発行の有価証券およびパスポート、公共団体
や民間団体発行の免許証許可証、公文書、私文書などの複製は
違法であり、処罰の対象となります。

■ 著作権について
書籍、絵画、版画、地図、図面および写真などの著作物は、個
人的にまたは家庭内のその他、これらに準ずる限られた範囲内
で使用する用途以外は、権利者の許可なしに複製することはで
きません。

■ 商標および登録商標について
Microsoft®、Windows ®およびWindows NT®は、米国Microsoft
Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
ISIS®は、Pixel translations, A Division of Actionpoint Inc.の登録
商標です。
その他、本書中の商品名や製品名は、各社の登録商標または商
標です。

●本書の内容の全部または一部を複製すること、および ソフ
トウェアを複製することは著作権法上禁止されております。

●本書の内容は、将来予告なしに変更することがあります。
●本装置の使用および本書に記載された内容に起因した損害、
逸失利益、および第三者からのいかなる請求等につきまし
ても、当社は一切その責を負いません。

●本装置の保証条件は、同梱の当社所定の保証書の規定をご
覧ください。

●本装置の修理部品の最低保有期間は、製造中止後５年間で
す。

●落丁、乱丁本はお取り替えいたします。

All Rights Reserved,  Copyright©  株式会社PFU  2002
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01 2000年10月 初版

02 2002年3月 マニュアルコード変更

改訂内容

マニュアルコード:  P3PC-E662-02

発行日版数

はじめに
このたびは、fi-4750Nをお買い上げいただき、まことにありが
とうございます。
本装置は、LAN（TCP／ IP）による読み取った画像でータの
MAIL送信、データ送信をボタン一つで実現するネットワーク
スキャナ装置です。インターネットやLANを使用して、紙
ベースの情報を手軽に電子化し、配付／公開するシステムが簡
単に構築できます。
本装置はネットワークに接続する機器のため、注意事項を守ら
なかったり、扱い方や操作を間違えるとネットワーク環境を害
したり、情報セキュリティ上のトラブルを招いたりする可能性
があります。
事故やトラブルを防止するため、装置を操作する前に本書をよ
く読み、十分に内容を理解してください。
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本書で使われているマークの意味

本書では以下に示すマークが使われています。

記載事項を守らないと、ネットワーク上の装置に
被害をおよぼしたり、情報セキュリティ上のトラ
ブルを招いたりする恐れのある事項です。

操作時に気をつけるべき事項です。守らないと、
装置が正しく動作しない可能性があります。

操作の際に参考となる情報です。

参照していただく章、項目、文書などを示します。

注意�

参考

参照

こんなことに
気を付けて
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４章　用途に応じた設定と管理

4.1 LAN関連の設定を変更する

LAN関連の設定を変更するときは、下記の手順により行います。

1) メニューの“管理者”ボタンをクリックします。

・“管理者”ボタンの下に管理者用のメニューボタ
ンが表示されます。

パスワードが設定されているときは、パスワードの入
力を求められますので入力してください。

2) “ネットワーク設定”ボタンをクリックします。

・ ネットワーク設定画面が表示されます。

ページの見かた

本書の各ページは、次のような構成になっています。

＜例＞

４章　用途に応じた設定と管理　４章　用途に応じた設定と管理　４章　用途に応じた設定と管理　４章　用途に応じた設定と管理　４章　用途に応じた設定と管理　

4-14-14-14-14-1　　　　　

操作するボタンや
スイッチのイラスト

章タイトル

節タイトル

概要説明

操作の際に気を付けるべきこ
と、参考になる情報、参照する
項目など

操作の手順
操作の結果の説明および関連す
るイラスト

ページ番号

操作の内容

   TOP�

   JOB (読取り・送信) 設定�

 +  管理者�

 -  管理者�

 　    ネットワーク設定�

 　    動作モード�

 　    パスワード�

管理者用
メニューボタン
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本書について

使用する前に本書を必ず読み十分に内容を理解してください。

○本書を読まずに、いきなり電源を入れたり、スイッチに触っ
たりしないでください。

○書かれている手順に従って本装置を操作してください。

運用管理者が守るべき事項

管理者は、一般ユーザがネットワークに負担をかけない範囲内
のデータ量で送信を行うように、適切な指導を行ってください。
過度に大量のデータを送信するとネットワークに負担をかけ、
サーバがダウンするなどの恐れがあります。
また、メール送信の場合、送信先のメールクライアントだけで
なく、同じメールサーバを利用している他のメールクライアン
トのメール送受信に負荷を与える恐れがあります。

注意�

注意�
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運用設定において守るべき事項

・“かんたん読取り設定”で“グレー”が選択されている場合、
大量の原稿を読取らせる場合、またはデータ量が大きくなる
ようないくつかの要因が重なる場合は、送信するデータ量に
ネットワークが対応できるか管理者に相談してから原稿の読
取りを行ってください。
過度に大量のデータを送信するとネットワークに負担がかか
り、サーバがダウンするなどの恐れがあります。

・メール送信機能によりデータを送信するときは、管理者に相
談し、データ量の大きいものは送信しないようにしてくださ
い。
メールは受信されるまでメールサーバ内に蓄えられます。
メール分割するしないにかかわらず、データ量の合計が大き
いメールを送信すると、メールサーバの保存領域を圧迫しま
す。その結果、送信先のメールクライアントだけでなく、同
じメールサーバを利用している他のメールクライアントの
メール送受信に負荷を与える恐れがあります。

・ fi-4750Nはネットワークに接続する装置であり、FAX等に比
べデータの秘匿性が低くなります。特に機密を要する書類を
送信する場合は注意してください。

注意�
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１章　この製品について

1.1 用途と機能

fi-4750NはLANに直接接続され、スキャナ装置のオペレータパ
ネル操作だけで他のコンピュータに対して画像データを送信す
ることが可能です。

本装置の設定はネットワーク上のクライアント端末からブラウ
ザを利用して行います。

本装置で実現できること

・画像データをｅメールに添付して送信します
・画像データをサーバフォルダへ送信（FTP）します
・画像データをTWAIN-API経由でアプリケーションへ送りま
す
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・ 画像データをｅメールに添付して送信します

本機能では、TIFF又はPDFファイル化された画像データを
メールサーバ経由でクライアントへ渡すことができます。

※一般的なオフィスに浸透したｅメールを利用できる環境にあ
れば、簡単な設定を行うことですぐに運用を開始することが
できます。ｅメールは非常に簡単なネットワーク利用方法で
すが、画像データという比較的大きなサイズのデータを送信
するため、いくつかご注意頂きたい事項があります。

1.原稿をセットします

2.相手先をパネルで選択します

3.送信ボタンを押下します

4.メールが着信します

5.ファイル保存またはダブルクリックで
関連アプリへ送ります

SMTPクライアント メールサーバ

クライアント
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・画像データをFTP送信します

本機能では、TIFF又はPDFファイル化された画像データを
FTPサーバへ渡すことができます。一般ユーザがFTPサーバへ
データを取りにゆくには若干の知識を必要としますが、本装置
では一旦装置への送信設定を行ってしまえばそのFTP送信先へ
のアクセス情報（FTPパス）をｅメールの本文として、クライ
アントへ送付する機能を備えており、FTPされたイメージデー
タへ簡単にアクセスすることができます。

※FTPサーバの利用は、ネットワークの管理と深くかかわって
おり、ｅメールほど簡単ではありません。運用の設定におい
てはFTPサーバ管理者の補助が必要になります。しかしその
データ送受信速度は非常に高速であり、イメージデータとい
う比較的大きなサイズのデータの送信に向いています。FTP
を利用したデータ送信業務の設定に関しては運用設定編を参
照してください。

1. 原稿をセットします

2. 相手先をパネルで選択します

3. 送信ボタンを押下します

4. メールが着信します

5. ファイル保存またはダブルクリックで
関連アプリへ送ります

TIFF又はPDF
イメージファ
イル

メールサーバ

クライアント

FTPサーバ

eメールでFTP
アドレスを通知
します

ダブルクリック
で表示または手
元へデータをダ
ウンロードしま
す
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・ 画像データをTWAIN-API経由で取込みます

本機能は、FTPによる画像データ転送がベースになっていま
す。先のFTPによる転送と同じ運用環境と設定知識が必要とな
りますが、転送された画像データの利用方法が異なります。
FTPにおいてはデータの利用は、転送されたイメージファイル
を中心とした取扱いとなりますが、TWAINドライバを利用す
ると、アプリケーションに対してTWAIN-APIからFTPされた
イメージを取りこめます。
なお、ここで言うTWAIN-APIでは、画像読取りにおけるパラ
メータなど、アプリケーション側からの読取り設定を行うこと
はできません。
この運用方法においては先に原稿イメージをスキャナにより読
取らせておいて、FTPサーバ内にファイル化して蓄積してお
き、後にNetwork TWAIN Driverを使ってFTPサーバ内のイ
メージファイルを取り出す運用形態となります。

Application
Network TWAIN Driver

FTPクライアント

TIFF又はPDF
イメージファ
イル

FTPサーバ
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1.2 特徴

オペレータパネル運用ときめこまやかなガイダンス表示

本装置は、基本的にオペレータパネルでのシステム運用が可能
なよう、設計されています。本装置で遂行したい業務内容は装
置へあらかじめJOB（業務内容を設定したもの）として設定し
ておくことが前提となっています。
ユーザ（オペレータ）は、オペレータパネルのLCD表示を参
照しながら装置に設定されているJOB（業務）を選択し、実行
します。
JOBの推移はLCD表示器に常に表示され、完了もしくは途中
で発生したエラー内容や復旧のためのガイダンスを行うため、
基本的な操作をいくつか覚えていただくだけで、非常に簡単に
画像データを利用するシステム構築・運用が可能です。

ブラウザインタフェース

本装置を運用するためには、いくつかの基本的設定（ネット
ワークや装置稼動条件など）と、読取り条件、送信条件など業
務運用に関する設定をしていただく必要があります。
本装置はこの設定においてはユーザインタフェースとしてブラ
ウザを利用します。本装置内には、ブラウザサーバがインス
トールされており、クライアントもしくは管理者の端末から一
般的なブラウザ（Internet ExplorerやNetscape Navigatorなど）
を利用して本装置にアクセスし、情報を確認したり設定を変更
することができ、OSなどユーザのシステム環境に依存せずに
画像データを利用することが可能です。

原稿の読取り元（ADFまたはフラットベッド）を自動判別します。

読取り開始時、原稿がADF給紙シュートにセットされている
ときは、ADFから原稿を自動給紙して読取りを行います。読取
り開始時、ADF給紙シュートに原稿がセットされていないとき
はフラットベッドに置かれた原稿を読取ります。
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両面原稿（ADF）指定はオペレータパネル操作で行います。

JOB（読取り方法、データ送信先、データ送信方法などを設定
したもの）の設定は装置内部の不揮発性メモリに対してブラウ
ザ経由で行いますが、読取り原稿に依存した片面・両面の指定
はオペレータパネルからワンタッチで切換えることができま
す。読取り開始前に片面／両面切替スイッチにて読取りモード
を指定してください。設定したモードはLCD表示部にアイコ
ンとして表示されています。

ADF読取り時、白紙ページをスキップして白紙データ送信を防止できます。

ADFで両面読取りを行う際、白紙ページを検出してスキップ
（白紙ページデータを送信しない）することができます。この
機能を使うにはJOB設定において“白紙スキップする“を選択
しておく必要があります。

※白紙スキップ機能は、ADF読取り時で、かつ両面読取り指

定（  ）のときのみ機能します。片面読取り（  ）時

や、フラットベッド読取り時には機能しない仕様となってお
ります。

※白紙スキップ機能は、各ページの読取りデータを元に、画像
における黒ドット比率を計算し、その比率が一定の割合以下
のページデータを自動削除する機能です。画像の読取りパラ
メータ指定状態や、原稿状態に左右されますので、運用にお
いては事前にその効果を確認されることをおすすめします。
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フラットベッドの原稿サイズを自動認識します。

フラットベッドの原稿を読取るとき、装置が原稿のサイズを読
取り前にチェックして自動的に読取りサイズを決定します。

※この機能をご利用になるときは以下の条件が必要です。

○フラットベッド原稿押さえが黒タイプであること。（交換
方法に関してはfi-4750N イメージスキャナ　オペレータ
ガイドを参照してください）

○管理者メニューの装置動作モード設定において、フラッ
トベッド原稿押さえ色が“黒”に設定されていること。

設定に関しては本書“4章の4.3  動作モード”の設定を変更
する”を参照してください。

○原稿は“縦”にセットしてください（原稿の長辺を原稿
台の奥に突き当ててください）。
原稿を“横”にセットするとサイズ検出に失敗し、倍の
大きさの画像データが送信されます。

○定型サイズ原稿を検出対象としています。非定型原稿サ
イズも検出して読取ろうとしますが、画像が欠落する場
合があります。以下に検出可能な原稿サイズを記載しま
す。

A3 （297 mm×420 mm）
A4 （210 mm×297 mm）
A5 （148 mm×210 mm）
B4 （257 mm×364 mm）
B5 （182 mm×257 mm）
ハガキ（100 mm×149 mm）
名刺（55 mm×90 mm）
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ファイル形式

本装置は、イメージデータの送信をTIFF又はPDFファイル形
式で行います。
TIFFおよびPDFファイル形式は複数のドキュメントページを一
つのファイルとして作成することができます。複数のページを
一つのファイルにまとめたものを“マルチページTIFF”又は
“マルチページPDF”と称します。１ページを１ファイルにした
ものを“シングルページTIFF”又は“シングルページPDF”と
称します。
ネットワークを通じたファイル形式での複数ドキュメントのや
り取りにおいてはマルチページTIFF又はマルチページPDF
ファイル形式のほうが便利です。

追加モード
通常本装置は、読取り操作ごとに画像データをファイル化し、
送信しますが、追加モードを使用すると、複数回操作で読取っ
た原稿を１つのマルチページTIFF又はPDFファイルとして処
理することができます。
たとえば、フラットベッドで本などのページを１枚つず読取る
場合や、ADFとフラットベッドで交互に読取る場合、このモー
ドを使用するとそれらを１つのマルチページTIFF又はPDF
ファイルにすることができます。
このモードを使用する場合は、最初の読取り開始前にファンク
ションスイッチを押した後、ADFおよびフラットベッド読取り
を開始してください。読取り完了ごとに継続するか否かを装置
が問い合わせますので、問い合わせに対して継続および終了の
指示を与えることにより、処理を進めることができます。

追加モードは、JOBでマルチページTIFF又はマルチページPDF
のファイル形式を選択した場合にのみ有効です。シングルページ
TIFF又はシングルページPDFのファイル形式を選択している場
合、動作的には追加モードと指定の動作をしますが、ファイル形
式はシングルページTIFF又はシングルページPDF形式のままで
す。
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1.3 画像データのサイズについて

管理者は、一般ユーザがネットワークに負担をかけない範囲内
のデータ量で送信を行うように、適切な指導を行ってくださ
い。
過度に大量の画像データを送信するとネットワークに負担をか
けます。
送信先のメールクライアントだけでなく、同じメールサーバを
利用している他のメールクライアントのメール送受信に負荷を
与える恐れがあります。

画像データのサイズは、下記の要素により増減します。

○読取り方法

画像タイプ

“かんたん読取り設定”で“グレー”を選択すると、その
他の設定に比べデータ量が８倍になります。
また、圧縮形式の設定が無効になり圧縮が行われなくな
ります。

用紙設定

画像データは用紙の読取り面積に比例して大きくなりま
す。A3サイズの画像はA4サイズの画像の２倍のデータ
量になります。

解像度

画像データは解像度の２乗に比例して大きくなります。
400 dpiの画像は200 dpiの画像の４倍のデータ量になりま
す。

注意�
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圧縮形式

画像をMH/MR/MMR圧縮した場合のデータ量は、読取っ
た画像の圧縮率に左右されます。
一般的なオフィス文書の場合、MMR圧縮した画像は非圧
縮時の約1/4（25％）～1/10（10％）になります。
“かんたん読取り設定”で“グレー”を選択すると、圧縮
形式の設定が自動的に無効になり圧縮が行われなくなり
ます。

例） デフォルト設定の（文字＋写真／200 dpi／MMR圧
縮）でA4の書類を読取り、圧縮率が25％だった場
合、１ページ当りのデータ量は

約0.46 MBytes（非圧縮時）×0.25=約 0.115 MBytes
です。

設定を（グレー／200 dpi／非圧縮）にしてA4の書
類を読取ると

約0.46 MBytes× 8=約 3.68 MBytesになります。

設定を（文字＋写真／400 dpi／MMR圧縮）にして
A3の書類を読取ると

約0.46 MBytes× 2× 4× 0.25=約 0.92 MBytesにな
ります。

○ページ数

データ量はページ数に比例して大きくなります。

○送信方法

ｅメールに添付して画像データを送信する場合、ｅメール添
付のための変換によりデータ量が約4/3倍になります。
メール送信の場合は、メールサーバの記憶領域の容量を配慮
して、データ量が極力小さくなるようにする必要がありま
す。
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２章　各部の名称

2.1 各スイッチ、ランプの機能

オペレータパネル

①表示LCD

業務選択、動作モードアイコン、装置メッセージなど
の情報を表示する液晶表示パネルです。

②片面／両面スイッチ

ADFユニットから自動給紙で原稿を読取る際、原稿を
両面読取りするか、表面のみを読取るか指定するス
イッチです。本スイッチの指定状態は、表示LCDの右
上位置にアイコンで表示されます。

： 両面読取りモードであることを表します。

： 表面読取りモードであることを表します。

片面／両面� ストップ／リセット�

ファンクション�

スタート／送信� 送信中�

チェック�

Exit

Enter

Previous

Next

①表示LCD

②片面／両面スイッチ

③ファンクションスイッチ

④選択スイッチ

⑤スタート／送信スイッチ

⑥ストップ／リセット
スイッチ

⑦電源ランプ

⑧送信中ランプ

⑨チェックランプ
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③ファンクションスイッチ

追加モード選択のスイッチです。
追加モードとは、本機で原稿イメージをマルチページ
TIFF又はマルチページPDFファイル形式で送信する際
に、ADF読取りとフラットベット読取りを交互に行っ
たり、ADFで数回に分けて読取ったイメージファイル
を１ファイルとして送信するモードのことです。

④選択スイッチ

装置の各種設定、JOBの選択、一時的エラー発生時の
リカバリ方法指定などの選択を行うとき使用するス
イッチです。

⑤スタート／送信スイッチ

読取り／送信を開始したり、選択内容を決定するとき
に使用するスイッチです。

⑥ストップ／リセットスイッチ

原稿読取りの中断、一時的エラーの解除や表示をホー
ムポジションへ戻したりするときに使用するスイッチ
です。
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⑦電源ランプ

装置の電源が投入されている間、点灯しています。

⑧送信中ランプ

読取りが開始された後、データ送信が完了するまでの
間点滅しています。本ランプの点滅中は、処理が完了
していない状態を表します。

⑨チェックランプ

装置に何らかのトラブルが発生していることを表しま
す。本ランプが点滅または点灯しているときはLCDに
表示されているメッセージからのトラブルシューティ
ングまたはリカバリメッセージにしたがってトラブル
を解決してから読取りを再開してください。
詳細は8章トラブルシューティングを参照してくださ
い。
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I/Fパネル

①LINKランプ

装置がネットワークに接続され、ネットワーク中継器
（HUBなど）との通信が確立しているときに緑色で点
灯します。
装置がネットワーク上で利用できない状態にあるとき
消灯します。

このランプは、ケーブルの接続状態や、ケーブルの接続
相手（HUBなど）の電源状態などにより点灯状態が変わ
ります。
このランプが点灯していても、データ送信先（サーバや
クライアント）との通信が確立しているとは限りません。

②100Mランプ

100 Mbpsで送信中の場合は緑色で点灯し、10 Mbpsで
送信中の場合は消灯します。

③FULLランプ

全二重通信の場合は緑色で点灯し、半二重通信の場合
は消灯します。

CH
EC
K

LN
K
10
0M
FU
LL

①LINKランプ

②100Mランプ

③FULLランプ

④メンテナンススイッチ

⑤LANコネクタ
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④メンテナンススイッチ

保守時に使用します。通常は使用しないでください。

⑤LANコネクタ

LANケーブルを接続します。100BASE-TXと10BASE-T
を装置が自動的に識別し、切換えます。

RJ45タイプコネクタを使用したツイストペアケー
ブルを使用してください。
また、100BASE-TXの通信速度で使用する場合は、
カテゴリ５のツイストペアケーブルを使用する必要
があります。
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３章　初期設定

3.1 IPアドレスを設定する

LANケーブルはまだ接続しないでください。

本装置はTCP/IPプロトコルをベースに他の装置との通信を行
いますが、このとき、ネットワーク上でこの装置を特定するた
め、IPアドレスを使用します。そのため本装置をネットワーク
上で稼働させるためには、まず最初にIPアドレスと、サブネッ
トマスクを設定します。

IPアドレスの設定はネットワーク管理者またはその指導の下にある
人が行ってください。

1) スキャナの電源を入れます。

・スキャナが立ち上がり、しばらくすると次の
メッセージが表示されます。

電源を入れてから１分ほど待ってもこのメッセージ
が表示されない場合は、電源を切り、LANオプショ
ンボードがきちんとスキャナに接続されているかも
う一度確認してください。LANケーブルが差し込ま
れている場合は、LANケーブルを抜いていくださ
い。

ＬＡＮケーフ゛ルミセツソ゛ク�
ＬＡＮケーフ゛ルセツソ゛クヲ、カクニンシテクタ゛サイ�

スクロール�
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2) ストップ／リセットスイッチを約10秒間押し続け
ます。

・ DHCPクライアント機能設定画面が表示されま
す。

3) DHCPクライアント機能を使用する場合は、4）へ
進んでください。
DHCPクライアント機能を使用しない場合は、5）
へ進んでください。

4)　左右スイッチで"ハイ"にカーソル（点滅）を合わ
せ、スタート／送信スイッチを押します。

・ネットワーク速度設定画面が表示されます。

　12)に進んでください。

DHCPクライアント機能を使用すると、本装置は
DHCPサーバから IPアドレス、ゲートウェイアドレ
ス、DNSサーバアドレスを自動的に獲得します。

5) 左右スイッチで"イイエ"にカーソル（点滅）を合
わせ、スタート／送信スイッチを押します。

・ＩＰアドレス設定画面が表示されます。

ＩＰアドレス設定画面で左端にカーソルを動かし、
さらに左スイッチを押すとDHCPクライアント機能
設定画面に戻ることができます。

ｽﾄｯﾌ /゚ﾘｾｯﾄ�

ＤＨＣＰヲシヨウスル�
ハイ／イイエ�

  カーソル（点滅部）�

ネットワークソクト゛�
ＡＵＴＯ�

ＩＰアト゛レス�
１９２．１６８．００１．００１�

  カーソル（点滅部）�

スタート／送信�

スタート／送信�
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6) 左右スイッチでカーソル（点滅部）を左右に動か
し、上下スイッチでカーソル位置の数値を上下させ
て、IPアドレスを設定します。

7) IPアドレスの設定が終了したら、カーソルを画面右
端に動かし、さらに右スイッチを押します。

・ネットワーク速度設定画面が表示されます。

ネットマスク値設定画面で左スイッチを押すと IPア
ドレス設定画面に戻ることができます。

8) 上下スイッチでネットマスク値を上下させ、設定し
ます。

ネットマスク値は次の表のように2（192.0.0.0）～
30（255.255.255.252）の範囲で設定してください。

No ネットマスク値 No ネットマスク値

2 192.000.000.000 17 255.255.128.000
3 224.000.000.000 18 255.255.192.000
4 240.000.000.000 19 255.255.224.000
5 248.000.000.000 20 255.255.240.000
6 252.000.000.000 21 255.255.248.000
7 254.000.000.000 22 255.255.252.000
8 255.000.000.000 23 255.255.254.000
9 255.128.000.000 24 255.255.255.000
10 255.192.000.000 25 255.255.255.128
11 255.224.000.000 26 255.255.255.192
12 255.240.000.000 27 255.255.255.224
13 255.248.000.000 28 255.255.255.240
14 255.252.000.000 29 255.255.255.248
15 255.254.000.000 30 255.255.255.252
16 255.255.000.000

ネットマスク　　　２４�
２５５．２５５．２５５．０００�
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9) ネットマスク値の設定が終了したら、右スイッチを
押します。

・ゲートウェイアドレス設定画面が表示されます。

10) 左右スイッチでカーソル（点滅部）を左右に動か
し、上下スイッチでカーソル位置の数値を上下させ
て、ゲートウェイアドレスを設定します。

・ ゲートウェイを使用しない場合は、ゲートウェイ
アドレスを“000.000.000.000”に設定してくだ
さい。

・ ゲートウェイアドレス設定画面でカーソルが画面
左端にあるとき、さらに左スイッチを押すと、
ネットマスク値設定画面に戻ることができます。

11) ゲートウェイアドレスの設定が終了したら、カーソ
ルを画面右端に動かし、さらに右スイッチを押しま
す。

・ネットワーク速度設定画面が表示されます。

ネットワークソクト゛�
ＡＵＴＯ�

ケ゛ートウェイアト゛レス�
０００．０００．０００．０００�

カーソル（点滅部）�
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12) 上下スイッチでネットワーク速度を選択し、設定し
ます。

・ ネットワーク速度値は次の４種類の中から選択し
ます。

・ 通常は“AUTO”を選択し、ネットワーク環境に
より自動認識が正しく動作しない場合に固定の設
定を選択してください。

・ ネットワーク速度設定画面で左スイッチを押すと、
下記の設定画面に戻ります。（DHCPクライアント
機能の使用状況で戻る画面が異なります。）

DHCPクライアント機能を使用するを選択してい
た場合はDHCPクライアント機能設定画面に戻
ります。

DHCPクライアント機能を使用しないを選択して
いた場合はゲートウェイアドレス設定画面に戻り
ます。

13) IPアドレス、ネットマスク値、ゲートウェイアドレ
ス、ネットワーク速度の設定が終了したら、スター
ト／送信スイッチを押します。

・確認のダイアログが表示されます。

１ AUTO                     （自動）

２ 10 BASE ハーフ（固定）

３ 100 BASE ハーフ（固定）

４ 100 BASE フル    （固定）

トウロクシマスカ　ハイ／イイエ�
　１９２．１６８．００１．１０１／２５５．２５５．２５５．０００／�

　０００．０００．０００．０００／ＡＵＴＯ�

スクロール�

カーソル�

ネットマスク値�

IPアドレス�

ネットワーク速度�ゲートウェイアドレス�

スタート／送信�
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14) 左スイッチを押します。

・カーソルが“ハイ”に移動します。

・ カーソルが“イイエ”の位置にあるとき読取り
／送信スイッチを押すと、IPアドレス、ネット
マスク値設定画面に戻ります。

・ IPアドレスの設定を中止する場合は、そのまま
電源を切ってください。

15) スタート／送信スイッチを押します。

・設定値の書き込みが行われます。

・書き込みが終了すると次のメッセージが表示さ
れます。

16) スキャナの電源を切ります。

17) LANコネクタにLANケーブルを差し込みます。

18) スキャナの電源を入れます。

・スキャナが立ち上がり、しばらくするとメ
ニュー表示画面が表示されます。

　メール�

LANコネクタ

カキコミシュウリョウ�
　テ゛ンケ゛ンヲサイトウニュウシテクタ゛サイ�

スクロール�

スタート／送信�
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3.2 ネットワーク情報を設定する

サーバ情報の設定は、LANに接続されているコンピュータから
ブラウザを使って行います。

サーバ情報の設定はネットワーク管理者またはその指導の下にある
人が行ってください。

1) コンピュータでブラウザソフト（Netscape Navigator,
Internet Explorerなど）を起動します。

2) URLとして本章の3.1で設定した IPアドレスを入力
します。
（例：http://192.168.1.101/）

・ トップページが表示されます。

3) メニューの“管理者”ボタンをクリックします。

・“管理者”ボタンの下に管理者用のメニューボタ
ンが表示されます。

   TOP�

   JOB (読取り・送信) 設定�

 +  管理者�

管理者用
メニューボタン
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4) “ネットワーク設定”ボタンをクリックします。

・ネットワーク設定画面が表示されます。

5) ［アドレス設定］のDNSサーバの項目を入力します。

DNSサーバ

DNSサーバを使用する場合、そのIPアドレスを
入力します。

・サーバ送信先ホストの設定において、ドメイン名
を使用する場合はDNSサーバの設定が必要です。

・DHCPで自動的に取得する設定の場合は、DHCP
サーバからDNSサーバの設定を取得できます。
DHCPサーバよりDNSサーバの設定が取得でき
ない場合やDNSサーバを任意に設定したい場合
は、DNSサーバを設定してください。

 -  管理者�

 　    ネットワーク設定�

 　    動作モード�

 　    パスワード�
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6) ［サーバ設定］の項目を入力します。
メールサーバ

使用するメールサーバのIPアドレス又はドメイ
ン名を入力します。
イメージファイルのメール添付や、FTP送信先の
メール通知などのメール機能を使用する場合に
設定します。

  キャンセル　ボタンをクリックすると、すべ
ての項目が変更前の状態に戻ります。

7)   更新　ボタンをクリックします。

・次の画面が表示されます。

8)   設定反映　ボタンをクリックします。

・装置設定画面で設定した内容が有効になります。

以上で本装置の初期設定は終了です。

・ さらに詳しい管理者設定を行う場合は、“４章　用途に応じた設
定と管理”を参照してください。

・ 実際にスキャナを使用して画像データの送信を行う場合は、“５
章　JOBの登録”を参照してください。

更  新�

設定反映�



　３章　３章　３章　３章　３章          初期設定初期設定初期設定初期設定初期設定

　　　　　3-103-103-103-103-10



４章４章４章４章４章          用途に応じた設定と管理　用途に応じた設定と管理　用途に応じた設定と管理　用途に応じた設定と管理　用途に応じた設定と管理　

4-14-14-14-14-1　　　　　

４章　用途に応じた設定と管理

4.1 LAN関連の設定を変更する

LAN関連の設定を変更するときは、下記の手順により行います。

1) メニューの“管理者”ボタンをクリックします。

・“管理者”ボタンの下に管理者用のメニューボタ
ンが表示されます。

パスワードが設定されているときは、パスワードの
入力を求められますので入力してください。

2) “ネットワーク設定”ボタンをクリックします。

・ネットワーク設定画面が表示されます。

   TOP�

   JOB (読取り・送信) 設定�

 +  管理者�

 -  管理者�

 　    ネットワーク設定�

 　    動作モード�

 　    パスワード�

管理者用
メニューボタン
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3) 各項目の設定を変更します。

［LAN設定］

DHCPで自動的に取得する

本装置のIPアドレス、ネットマスク値、ゲー
トウェイアドレス、DNSサーバをDHCPサー
バから取得するように設定します。

DHCPサーバが存在しない状態で設定する
と通信ができなくなります。

ブラウザ上から"DHCPで自動的に取得する"
に変更すると、ブラウザからアクセスでき
なくなる場合があります。この場合、ブラ
ウザにURLアドレスを指定し直す必要があ
ります。この設定はオペレータパネルから
行うことをおすすめします。

“3章の3.1 IPアドレスを設定する "を参照
してください。

IPアドレス

DHCPで IPアドレスを自動的に取得しない
場合に設定します。本装置のIPアドレスを
設定します。

IPアドレスを0.0.0.0に設定すると通信がで
きなくなります。"DHCPで自動的に取得す
る"が設定されている場合は0.0.0.0が設定
されていますのでご注意ください。

ブラウザ上から IPアドレスを変更すると、
ブラウザからアクセスできなくなる場合が
あります。この場合、ブラウザにURLアド
レスを指定し直す必要があります。この設
定はオペレータパネルから行うことをおす
すめします。

“3章の3.1  IPアドレスを設定する”を参照
してください。
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ネットマスク

DHCPで IPアドレスを自動的に取得しない
場合に設定します。本装置のネットマスク値
を設定します。

"DHCPで自動的に取得する"が設定されて
いる場合は24が仮に設定されていますので

ご注意ください。

“3章の3.1  IPアドレスを設定する”を参照
してください。

ゲートウェイアドレス

DHCPで IPアドレスを自動的に取得しない
場合に設定します。ゲートウェイを使用する
場合、そのIPアドレスを入力します。

DNSサーバ

DNSサーバを使用する場合、そのIPアドレ
スを入力します。必須項目ではありません
が、JOB設定などで送信先やサーバの指定を
ノード名を使って行う際に必要になります。

DHCPで IPアドレスを自動的に取得する場
合でDHCPサーバからDNSサーバは獲得で
きない場合や任意のDNSサーバを設定した
い場合には、IPアドレスを入力してくださ
い。

“3章の3.1  IPアドレスを設定する”を参照
してください。
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転送レート

本装置が接続するネットワークの転送レート
を選択します。

・ 通常は“自動認識”を選択してください。

・“自動認識”が正しく動作しない場合は、
HUBの仕様に合わせて固定の設定を選択
してください。

・ 転送レートの変更は次回の起動時から有
効になります。
転送レート変更時は、必ず装置電源の再
投入を行ってください。

［サーバ設定］

メールサーバ

本装置からメール発信するときに使用する
メールサーバのIPアドレス又はサーバ名を
入力します。

キャンセルボタンをクリックするとすべて
の項目が変更前の状態に戻ります。

4)   更新　ボタンをクリックします。

・次の画面が表示されます。

5)   設定反映　ボタンをクリックします。

・装置設定画面で設定した内容が有効になります。

更  新�

設定反映�
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4.2 Ping送信により接続を確認する

Pingコマンドにより、本装置からIP接続が成立しているかどう
かの確認ができます。
接続確認は下記の手順により行います。

1) メニューの“管理者”ボタンをクリックします。

・“管理者”ボタンの下に管理者用のメニューボタ
ンが表示されます。

パスワードが設定されているときは、パスワードの
入力を求められますので入力してください。

2) “ネットワーク設定”ボタンをクリックします。

・操作画面が表示されます。

 -  管理者�

 　    ネットワーク設定�

 　    動作モード�

 　    パスワード�

   TOP�

   JOB (読取り・送信) 設定�

 +  管理者�

管理者用
メニューボタン
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3) “Ping送信先”に送信先のIPアドレスを入力しま
す。

4)   Ping送信　ボタンをクリックします。

・ Ping実行画面が表示され、Ping送信結果が表示
されます。
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 -  管理者�

 　    ネットワーク設定�

 　    動作モード�

 　    パスワード�

 グループ設定�

   TOP�

   JOB (読取り・送信) 設定�

 +  管理者�

4.3 動作モードの設定を変更する

スキャナ装置の動作モードの設定を変更するときは、下記の手
順により行います。

1) メニューの“管理者”ボタンをクリックします。

・“管理者”ボタンの下に管理者用のメニューボタ
ンが表示されます。

パスワードが設定されているときは、パスワードの
入力を求められますので入力してください。

2) “動作モード”ボタンをクリックします。

・動作モード設定画面が表示されます。

管理者用
メニューボタン
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3) 各項目の設定を変更します。

管理者メールアドレス

装置のメール送信元アドレスを設定します。
この設定がなされていない場合は、通信処理
が行えませんので必ず設定してください。
JOB設定にて、送り元メール送信先が入力さ
れない場合、こちらにエラー情報等が返信さ
れます。

メール送信設定

JOB設定にて設定されるメールJOBにて、
送信を制限する場合に、こちらの設定を行い
ます。グレー無効をチェックすると、グレー
の設定が、非圧縮無効とすると、非圧縮での
画像を送ることを制限できます。
これにより、お使いの環境に応じて、大容量
のメールを送ることを防止できます。

節電モードスタンバイ時間

何も操作を行わないとき、節電モードに入る
までの時間を選択します。
節電モード中はスキャナ装置全体が省電力
モードへ移行します。このとき、表示LCD
の表示およびバックライトが消灯しますが、
オペレータパネルのスイッチ操作もしくは
ADFへの原稿セットで節電モードから復帰
し、装置が使用可能な状態になります。

購入時は10分に設定されています。
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送信確認

原稿の読取りを開始する前に送信確認のメッ
セージを表示するかしないか選択します。
“する”を選択したときは、すべての読取
り・送信においてオペレータパネル上で送信
確認をうながし、うっかり誤操作を防止する
ことができます。

メールドメインチェック

メールドメインチェックをする場合、内部の
メールアドレスを識別するためのドメイン名
を入力します。
送信先のメールアドレスのドメイン名がここ
に入力したドメイン名と異なる場合、原稿の
読取りを開始する前に外部送信確認のメッ
セージが表示されます。
警告だけでなく、送信自体を禁止したい場合
には、送信不可を選択してください。
また、この項目が空白の場合、外部送信確認
のメッセージは表示されません。

フラットベッド裏当て設定

スキャナのフラットベッドの原稿押さえパッ
ドの色に応じて、“白”または“黒”を選択
します。

この原稿押さえ色の設定は、実際にイメー
ジスキャナに取付けられている原稿押さえ
パッドの色を設定してください。
原稿押さえパッドはイメージスキャナ工場
出荷時は黒がセットされています。この設
定が“黒”のとき、フラットベッド読取り
時、原稿のサイズを装置が自動的に認識し
て最適な読取りを行います。

フラットベッドの原稿押さえ色の変更につ
いては fi-4750N イメージスキャナ　オペ
レータガイドを参照してください。
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デフォルト読取り面設定

電源投入時、片面モードまたは両面モードの
どちらをデフォルトにするかを設定します。

JOBの実行終了時やJOB選択の切換え時に
も、ここでデフォルトとして設定したモー
ドに戻ります。

キャンセルボタンをクリックするとすべての項目が
変更前の状態に戻ります。

 追加モードタイムアウト時間設定

追加モード読み取り時の送信待ち状態のタイ
ムアウト時間を設定します。

タイムアウト時間を長く設定した場合は、
サーバ側がタイムアウトを発生し送信が行
えなくなる場合があります。

購入時は1分に設定されています。

4)   更新　ボタンをクリックします。

・動作モード設定画面で設定した内容が有効にな
ります。

更  新�
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4.4 パスワードを設定する

本装置はネットワーク上に対していくつかのポートサービスを
提供しています。
本装置はネットワーク上の誰からでもアクセスできるため、パ
スワードが設定されていないと設定内容が不本意に変更される
可能性があります。
パスワードの設定は下記の手順により行います。

パスワードは必ず設定してください。

1) メニューの“管理者”ボタンをクリックします。

・“管理者”ボタンの下に管理者用のメニューボタ
ンが表示されます。

パスワードが設定されているときは、パスワードの
入力を求められますので入力してください。

管理者用
メニューボタン

   TOP�

   JOB (読取り・送信) 設定�

 +  管理者�
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2) “パスワード”ボタンをクリックします。

・パスワード設定画面が表示されます。

3) “新しいログインパスワード”のところにパスワー
ドを入力します。

・ パスワードは半角の英数字16文字以内で入力し
てください。

・ パスワードに「”」、「＜」、「＞」、「＆」およびス
ペースを使用しないでください。使用した場合、
ブラウザからの設定ができなくなります。

・ パスワードを削除する場合は、パスワード入力欄
両方の伏せ字（＊＊＊）を削除して空白にしま
す。

4) “ログインパスワードの確認”のところに手順3）
で入力したのと同じパスワードを入力します。

5) JOB設定もパスワードで保護する場合、“JOB設定
セキュリティ有効”チェックボックスにチェック
（  ）を入れます。

 -  管理者�

 　    ネットワーク設定�

 　    動作モード�

 　    パスワード�

 グループ設定�

 メンテナンス�
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6)   更新　ボタンをクリックします。

これでパスワードの設定は終了です。

設定したパスワードは忘れないようにしてください。忘れた場合
は、各画面にアクセスすることができなくなります。

パスワードを忘れた場合の処置については“8.4  困ったときには”
を参照してください。

パスワードが設定されていると、管理者メニューを表示しよう
としたときにパスワードの入力を求められます。

・ パスワード設定画面で“JOB設定セキュリティ有効”のチェッ
クボックスにチェックを入れてある場合、メニューの“JOB
（読取り・送信）設定”ボタンをクリックしたときにもパス
ワードの入力を求められます。

・ パスワード入力によって操作の制限が解除される時間は10分
間です。それ以降の操作では改めてパスワードの入力を求めら
れます。

・ パスワード入力によって操作の制限が解除される１０分以内
に、強制的にパスワードの入力を求める状態にしたいときは、
管理者メニュー画面上のPasswordアイコンをクリックしてく
ださい。管理者用メニューにアクセスする際に、再度パスワー
ド入力を求められるようになります。

更  新�
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User A

ﾒｰﾙ�

グループ�

ﾌｧｲﾙ� 登録グループ1

FTP Srvr A JOB1-1

User B FTP Srvr B

User C

JOB

JOB2-1

登録グループ2

4.5 グループの構成を変更する

本装置はオペレータパネルを前提とした運用ができるよう、オ
ペレータパネルメニュー（グループおよびJOB）が２次元配列
になっています。このJOB配列をオペレータパネルの選択ス
イッチ（十字キー）で選択し、業務を実行します。
このマニュアルでは、２次元仮想配列における縦の配列をグ
ループと呼んでおり、グループの構成単位はJOBと呼びます。
グループは横に追加して並べることができ、JOBは縦に追加し
て増やすことができます。

本装置では、グループに関する設定をクループ設定メニューで
行い、JOBに関する設定をJOB（読取り・送信設定）設定メ
ニューで行います。

グループ設定では、運用に合わせてグループの追加、変更、削
除を行うことができます。

登録可能なグループの数は、購入時のデフォルトの ２グループも
含めて最大20グループまでです。

JOB設定に関しては、“５章　JOBの登録”を参照してください。
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1) メニューの“管理者”ボタンをクリックします。

・“管理者”ボタンの下に管理者用のメニューボタ
ンが表示されます。

パスワードが設定されているときは、パスワードの
入力を求められますので入力してください。

2) “グループ設定”ボタンをクリックします。

   TOP�

   JOB (読取り・送信) 設定�

 +  管理者�

 -  管理者�

 　    ネットワーク設定�

 　    動作モード�

 　    パスワード�

 グループ設定�

 メンテナンス�

管理者用
メニューボタン
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3) 新しいグループで追加登録する場合、
  グループの追加＞＞　ボタンをクリックします。

・ すでに登録済みのグループの設定内容を変更する
ときは、そのグループの“操作”欄の   編集
ボタンをクリックしてください。

・ グループを削除するときは、そのグループの“操
作”欄の   削除   ボタンをクリックしてください。

・ No.1のグループを削除することはできません。

4) “［グループ名］”を入力します。

ここでは、NewGroupと入力します。

・ オペレータパネルのグループ欄には、ここで入力
した名前が表示されます。

・ 全角文字を使用するとオペレータパネルに文字化
けして表示されますので、半角のカタカナまたは
英数字を使用してください。

「”」、「＜」、「＞」、「＆」およびスペースは使用で
きません。

・ オペレータパネルに表示されるのは12文字まで
です。

5) “［サービス設定］”で、そのグループ内のJOBが利
用できる送信サービスを選択します。

複数の選択が可能です。

グループの追加�
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6) 設定が終了したら　登録　ボタンをクリックしま
す。

・設定内容が登録されます。

登録可能なグループの数は、購入時のデフォルトの
２グル－プも含めて最大20グループまでです。
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4.6 設定情報を待避・復元する

本装置の設定情報をファイルに保存し、待避しておくと、装置
の修理、交換などが必要になったときに保存しておいた設定情
報を復元できます。

メンテナンス画面へのアクセス

1) メニューの“管理者”ボタンをクリックします。

・“管理者”ボタンの下に管理者用のメニューボタ
ンが表示されます。

パスワードが設定されているときは、パスワードの
入力を求められますので入力してください。

2) “メンテナンス”ボタンをクリックします。

・メンテナンス画面が表示されます。

   TOP�

   JOB (読取り・送信) 設定�

 +  管理者�

 -  管理者�

 　    ネットワーク設定�

 　    動作モード�

 　    パスワード�

 グループ設定�

 メンテナンス�

管理者用
メニューボタン
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設定情報の待避

メンテナンス画面の“設定情報（allconfig.dat）”をブラウザ機
能を使ってファイルに保存します。

・　Netscape Navigatorや Internet Explorerを使用している場合、
マウスの右ボタンをクリックして、“ファイルに保存”を選ん
でください。

・　ネットワーク設定の内容を変更した後、それ以前に待避した設
定情報で復元すると、ブラウザからアクセスできなくなる可能
性があります。
ネットワーク設定の内容を変更した場合は、設定情報の待避を
再度行ってください。

設定情報の復元

1) メンテナンス画面で、“［設定情報の復元］”の各項
目を設定します。

FTPサーバアドレス

復元する設定情報（先に待避したもの）を格納
したFTPサーバの IPアドレスを入力します。

ログインID

復元する設定情報（先に待避したもの）を格納
したFTPサーバにログインする場合のログイン
IDを入力します。

ログインパスワード

復元する設定情報（先に待避したもの）を格納
したFTPサーバにログインする場合のパスワー
ドを入力します。
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設定情報ファイル格納場所／ファイル名

設定情報を格納してあるFTPパスに続けて復元
する設定情報のファイル名を入力します。

・ 復元する設定情報には装置の IPアドレスなどの
LAN設定も含まれます。復元の際は同じ装置
（同じLAN設定）の設定情報を使用してくださ
い。
他の装置の設定情報を使用すると IPアドレスが
重複するなどの不具合が生じ、正常に動作しませ
ん。

・ 復元は本装置からFTPサーバ上の待避ファイル
を移入（get）することで行います。

・ 不明な点はFTPサーバ管理者に問い合わせてく
ださい。

2)   復元　ボタンをクリックします。

・保存してあった設定情報が復元されます。

復  元�
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4.7 装置の状態を見る

本装置についての情報を表示することができます。

1) メニューの“管理者”ボタンをクリックします。

・“管理者”ボタンの下に管理者用のメニューボタ
ンが表示されます。

パスワードが設定されているときは、パスワードの
入力を求められますので入力してください。

2) “メンテナンス”ボタンをクリックします。

・メンテナンス画面が表示されます。

   TOP�

   JOB (読取り・送信) 設定�

 +  管理者�

 -  管理者�

 　    ネットワーク設定�

 　    動作モード�

 　    パスワード�

 グループ設定�

 メンテナンス�

管理者用
メニューボタン
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［ファームウェアバージョン］

現在のファームウェアのバージョンが確認でき
ます。

［残りメモリー容量（％）］

JOB設定情報を格納するメモリの残量が確認で
きます。

・ メモリ残量が少なくなるとJOBの登録ができな
くなります。その際は不要のJOBを削除するな
どして対応してください。

・ 購入時にはグループ用のメモリがすでに確保され
ていますので残量は100％ではありません。

・ グループを追加、削除してもメモリ容量は変化し
ません。

・ メモリの使用量は登録するJOBの設定内容によ
り異なります。
JOBは最大1000件、ワーストケースでも12件
以上登録可能です。
ここでいうワーストケースとは、JOB設定の画
面ですべての入力可能領域に文字を最大まで入力
（例：メールアドレスを最大12899文字まで入
力、メールコメントを最大200文字まで入力、な
ど）した場合です。

［パッド枚数カウンタ］

現在のパッドの使用状況が確認できます。

［ピックローラASSY枚数カウンタ］
現在のピックローラASSYの使用状況が確認で
きます。

［ADF読取り枚数］

現在の読取り枚数の確認ができます。

［システムログ］

システム運用状況が確認できます。
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4.8　消耗品カウンタをリセットする

本装置には、定期交換の必要な部品（消耗品）が使われており
ます。

1. パッド （交換の目安：10万枚毎）
2. ピックローラASSY（交換の目安：20万枚毎）

上記部品の枚数カウンタ値は管理者メニュー内、メンテナンス
のページに表示される

・パッド枚数カウンタ
・ピックローラASSY枚数カウンタ
・ ADF読取り枚数

の項目で確認できます。
ADF読取り枚数は、本装置の読取り累積枚数を表しています。
このカウンタはリセットすることが出来ません。

消耗品（パッド及びピックローラASSY）の枚数カウンタが所
定の読取り枚数に達している場合は該当する消耗品を交換し、
カウンタのリセット操作を行ってください。（消耗品カウンタ
は500枚単位でカウントアップします。）

消耗品の手配および部品交換に関しては、fi-4750N イメージス
キャナ　オペレータガイドを参照してください。

消耗品カウンタのリセット操作は以下の手順で行います。

1) ブラウザを立ち上げ、以下のURLにアクセスしま
す。

http://（本装置の IPアドレス）/resetstart.html

・ カウンタリセット画面が表示されます。

メニュー画面からのリンクは設けてありません。
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2) パッド交換時は、“パッド寿命カウンタのリセット
処理”のリセットボタンを、ピックローラASSY交
換時は、“ピックローラASSY寿命カウンタのリ
セット処理”のリセットボタンをクリックします。

・しばらくすると、“カウンタのリセットを終了し
ました。”と表示されます。

これで消耗品カウンタのリセット操作は終了です。

カウンタリセット画面からトップページへのリンクはありません。
再度URLを入力してください。

リセット�
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5章　JOBの登録

スキャナからデータを送信する場合、まず送信先や送信方法な
どの情報を本装置にJOBとして登録しておく必要があります。
JOBの登録は、LANに接続されているクライアントからブラウ
ザを使用して行います。

JOBについて

本装置では、読取った画像データの送信先や読取り設定および使
用するサービス（MAIL送信、FTP送信、NetworkTWAIN連携）を
ひとつの定義体（JOB）として、本装置内部に登録します。JOB
はあらかじめ管理者が作成したグループの下に登録します。運用
の際は、登録したグループおよびJOBをスキャナ装置のオペレー
タパネルで選択／送信することで各処理を実行します。

　

サービスとは

サービスは読取った画像データの送信方法またはアプリ連携方法
を示します。
使用者はJOB登録の際、その用途に応じサービスを選択します。
各グループにどのサービスのJOBが登録可能かは、管理者がグ
ループを作成する際に指定します。サービスには以下の2つがあ
ります

メール： 読み取った画像をメール添付して送信
する場合に選択します。

ファイル： 読取った画像データをFTPサーバに
ファイル転送する場合に選択します。
またNetwork TWAINに連携する場合
にもこのサービスを選択します。
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5.1 Topページにアクセスする

1) コンピュータでブラウザソフト（Netscape Navigator,
Internet Explorerなど）を起動します。

2) TOPページのURLを入力します。

・ TOPページが表示されます。

・ TOPページのURLについては管理者に問い合わ
せてください。

・ ページが表示されないときは、スキャナの電源が
入っているか確認してください。

3) メニューの“JOB（読取り・送信）設定”ボタンを
クリックします。

・ JOB設定のグループ選択画面が表示されます。

この画面が表示されず、パスワードの入力を求めら
れた場合、管理者がJOB設定の登録を制限していま
すので、管理者に相談してください。

   TOP�

   JOB (読取り・送信) 設定�

 +  管理者�
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選択�

5.2 メールJOBを登録する

メールJOB機能

メールJOBでは、読取った画像データをTIFF 又はPDF形式
（シングルページまたはマルチページ）の添付ファイルとして
メール送信します。また、メールサーバ側で取扱うメールサイ
ズを制限している場合に、メールを分割して送信することが可
能です。JOBにメールの題名やコメントを登録しておくこと
で、定型業務をよりわかりやすく運用できます。

メール送信機能によりデータを送信するときは、管理者に相談
し、データ量の大きいものは送信しないようにしてください。
メールは受信されるまでメールサーバ内に蓄えられます。メー
ル分割する、しないにかかわらず、データ量の合計が大きい
メールを送信すると、メールサーバの保存領域を圧迫します。
その結果、送信先のメールクライアントだけでなく同じメール
サーバを利用している他のメールクライアントのメール送受信
に負荷を与える恐れがあります。

1) JOB設定のグループ選択画面で、サービスとして
メールを指定できるグループの   選択　ボタンを
クリックします。

・ JOB選択画面が表示されます。

・ メールJOBが登録可能なグループには、サービ

スの欄に  のアイコンが表示されています。

・ 出荷時には、メールJOB専用のグループとして
“メール”というグループが設定されています。

・ 各グループでどのサービスを指定できるかの設定
は管理者が行います。

注意�
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2)   JOB設定の追加 ＞＞　ボタンをクリックします。

・ JOB編集画面が表示されます。

3) “JOB名”を入力します。

・ スキャナのオペレータパネル上で送信先を選択す
るとき、ここで設定した名前が表示されます。

・ 全角文字を使用するとオペレータパネルに文字化
けして表示されますので、半角のカタカナまたは
英数字を使用してください。

・「 ” 」、「＜」、「＞」、「＆」およびスペースは使用
できません。

・ オペレータパネルに表示されるのは11文字まで
です。

4) “［サービス］”の項目で“メール”のラジオボタン
をクリックします。

・メール送信用の設定項目が表示されます。

・ サービスに“メール”のラジオボタンが表示され
ない場合は、選択したグループでメールJOBの
登録ができないように設定されています。

・ 各グループでどのサービスを指定できるかの設定
は管理者が行います。

JOB設定の追加�

メール�
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5) “《メール設定》”の各項目を設定します。

題名：

送信するメールの題名を入力します。

・ 題名を何も設定していない場合は、“send
Image”という題名が自動的につけられます。

・ 全角、半角にかかわらず最大40文字です。

宛先メールアドレス（：入力必須）

送信するメールの宛先のメールアドレスを入力
します。（例：taro@fujitsu.co.jp）

・ メールアドレスを“,”（カンマ）又は改行で
区切って複数入力すると、同報メールを送
信することができます。

・ メールアドレスは“,”（カンマ）および改行
も含め最大12899文字です。

（注）改行は2文字として計算します。

送り元メールアドレス（：入力必須）

何らかの理由で送信が失敗した、またはメール
サーバに拒否された場合に通知を行う先のメー
ルアドレスを入力します。

コメント

送信するメールにつけるコメントを入力します。

・ 半角・全角にかかわらず最大200文字です。

・ コメントが不要の場合は特に入力する必要

はありません。
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・メール分割

“有り”を選択するとメール分割を行います。分
割を指定すると１つのメールが約60KBになりま
す。

・ メールは送信先に届くまでに複数のメール
サーバを通ります。途中のサーバにおいて、
取扱うメールのサイズに上限を設定してあ
る場合、それを超えるサイズのメールが送
信先に届かない場合があります。特に社外
などヘメール送信でデータを送る場合は、
メール分割を行うことを推奨します。

・ メールソフトによっては、メール分割に対
応していなかったり、対応が不完全であっ
たりする場合があります。分割したメール
を送信した場合は必ず送信先でデータを復
元できたか確認してください。

・ メールソフトによっては、分割されたメー
ルの最後（10分割されたメールならば10/
10個目のメール）をクリックして結合させ
ないとうまく結合されない場合があります。
分割された最後のメッセージサブジェクト
には＜Last＞という文字が入りますので、
このメールをクリックして結合させてくだ
さい。

6) “《イメージファイル形式》”の各項目を設定します。

ファイル形式：

添付するファイルのファイル形式を選択します。

・マルチページTIFFモード

このモードでは、読込んだデータを１つのマ
ルチページTIFF形式ファイルとしてメールに
添付します。メールの受信者は、複数ページ
の画像データを１つの添付ファイルで受け取
ることとなります。
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・シングルページTIFFモード
このモードでは、読込んだ画像の１面を１つ
のTIFF 形式ファイルとしてメール添付しま
す。（１面あたり１つのメールが送信されま
す。）例えば、両面モードで１０枚の原稿を読
込んだ場合は、２０通のメールが送信されま
す。（１通に１面のTIFFファイルが添付され
ます）

・マルチページPDFモード

このモードでは、読込んだ画像を１つのPDF
形式のファイルとしてメール添付します。
メールの受信者は複数ページの画像データを
１つの添付ファイルで受け取ることとなりま
す。

・シングルページPDFモード

このモードでは、読込んだ画像の１面を１つ
のPDF形式のファイルとしてメール添付しま
す。（１面あたり１つのメールが送信されま
す。）例えば、両面モードで１０枚の原稿を読
込んだ場合は、２０通のメールが送信されま
す。（１通に１面のPDFファイルが添付されま
す）

メール分割を行うと送信されるメールの数は上
記よりも多くなります。

ファイル圧縮形式：

MH/MR/MMR圧縮または非圧縮を指定します。

“かんたん読取り設定”で“グレー”を選択す
ると、ファイル圧縮形式は自動的に非圧縮に設
定されます。

“1章の1.3  画像データのサイズについて”を
参照してください。
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・“かんたん読取り設定”で“グレー”が選択されている場合、
大量の原稿を読取らせる場合、またはデータ量が大きくなる
ようないくつかの要因が重なる場合は、送信するデータ量に
ネットワークが対応できるか管理者に相談してから原稿の読
取りを行ってください。
過度に大量のデータを送信するとネットワークに負担がかか
り、サーバがダウンするなどの恐れがあります。

・メール送信機能によりデータを送信するときは、管理者に相
談し、データ量の大きいものは送信しないようにしてくださ
い。
メールは受信されるまでメールサーバ内に蓄えられます。
メール分割するしないにかかわらず、データ量の合計が大き
いメールを送信すると、メールサーバの保存領域を圧迫しま
す。その結果、送信先のメールクライアントだけでなく、同
じメールサーバを利用している他のメールクライアントの
メール送受信に負荷を与える恐れがあります。

・本装置はネットワークに接続する装置であり、FAX等に比べ
データの秘匿性が低くなります。特に機密を要する書類を送
信する場合は注意してください。

7) 読取る原稿に応じて、“［かんたん読取り設定］”の
原稿タイプを選択します。

 ・ 出力イメージタイプ： 二値

原稿タイプ：

文字+写真
ひとつの原稿に写真や文字混在する原稿を読
取る場合に使用します。

文字
文字のみの原稿やOCR等のソフトウエアを使
用する場合に選択します。

OCRで利用する場合は、OCR等に適した解像
度に変更する必要があります。

写真
写真を読取る場合に選択します。

注意�
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 ・ 出力イメージタイプ：グレー（原稿タイプ：すべて）
画像データとして多値データが必要な場合に
選択します。画像サイズが大きくなります。

かんたん読取り設定について

・ かんたん読取り設定を利用すると、原稿に
応じた最適な読取り設定値をかんたんに設
定することができます。

・ 読取りの設定を変更するとき、設定変更ま
でに多少時間がかかる場合があります。設
定が変更されると画面が先頭にスクロール
します。

・［読取りカスタマイズ］のチェックボックス
をチェックすると、使用用途に応じ、かん
たん読取り設定で選択した設定をカスタマ
イズすることができます。

・ 読取り設定のカスタマイズは、現在かんた
ん読取り設定で選択している読取り方法に
対するカスタマイズです。カスタマイズが
設定されている状態で読取り方法を変更す
るとカスタマイズ内容はクリアされます。

設定のカスタマイズについては、“6章  読取り
設定をカスタマイズする”を参照してください。
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8) 設定が終了したら　登録　ボタンをクリックします。

・設定内容が登録され、JOB選択画面が表示され
ます。

・ JOB選択の表に先程登録したものが追加されて
います。

・ メモリが足りないとJOBを追加登録できません。
その場合、不要なJOBを削除するなどしてメモ
リを確保してからJOB登録してください。

これでメールJOBの登録は終了です。

登録したJOBを使用して送信を行うときの手順については、
“7章の7.1  読取ったデータを送信する”を参照してください。

登  録�
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5.3 ファイルJOBを登録する

ファイルJOBについて

ファイルJOBでは、読取った画像データをTIFF 又はPDF形式
（シングルページまたはマルチページ）のファイルとしてFTP
サーバに送信します。FTPは大量のデータを高速に送信するの
に有効なプロトコルです。また、ファイルJOBにメールの送信
先を登録しておけば、データ格納先へのリンクがメールで送信
されます。メールJOBと異なり、ユーザはメールサーバに負荷
をかけずにデータを取得することができます。

ファイル送信にはFTPというファイル転送方式を使用します。
ファイル送信を実行するには、ファイル送信先のコンピュータに
FTPサーバ機能が必要です。

1) 送信設定のグループ選択画面で、サービスとして
ファイルを指定できるグループの　選択　ボタンを
クリックします。

・ JOB選択画面が表示されます。

・ ファイルJOBが登録可能なグループにはサービ

スの欄に  のアイコンが表示されています。

・ 工場出荷時にはファイルJOB専用のグループと
して“ファイル”というグループが設定されてい
ます。

・ 各グループでどのサービスを指定できるかの設定
は管理者が行います。

選択�
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2)   JOB設定の追加 ＞＞　ボタンをクリックします。

・ JOB編集画面が表示されます。

3) “JOB名”を入力します。

・ スキャナのオペレータパネル上で送信先を選択す
るとき、ここで設定した名前が表示されます。

・ 全角文字を使用するとオペレータパネルに文字化
けして表示されますので、半角のカタカナまたは
英数字を使用してください。

・「 ” 」、「＜」、「＞」、「＆」およびスペースは使用
できません。

・ オペレータパネルに表示されるのは11文字まで
です。

4) “［サービス］”の項目で“ファイル（FTP）”のラジ
オボタンをクリックします。

・ファイルJOB用の設定項目が表示されます。

・ サービスに“ファイル（FTP）”のラジオボタン
が表示されない場合は、選択したグループでファ
イルJOBの登録ができないように設定されてい
ます。

・ 各グループでどの送信方法を指定できるかの設定
は管理者が行います。

JOB設定の追加�

ファイル（FTP）
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5) “《ファイル（FTP）設定》”の各項目を設定します。

FTPサーバ（：入力必須）

送信先のFTPサーバ（コンピュータ）のIPアド
レスを入力します。（例：192. 168. 1. 100）

ユーザ名（：入力必須）

送信先のFTPサーバに登録されているユーザ名
を入力します。

パスワード

送信先のFTPサーバに登録されているパスワー
ドを入力します。

ファイル格納位置（：入力必須）

ファイルを格納するフォルダ名（ディレクトリ
名）を入力します。

・“FTPサーバ”、“ユーザ名”、“パスワード”、
“ファイル格納位置”について不明な点は
FTPサーバ管理者に問い合わせてください。

・ ファイル格納位置を示すパス名に日本語の
文字が含まれていると、メールアプリケー
ションによっては、送信されたメールに含
まれるリンクが途中で切れ、リンクとして
機能しなくなることがあります。

ファイル名

転送したデータに任意のファイル名をつける場
合に入力します。

・ ファイル名を何も設定していない場合は、
ランダムなファイル名が自動的につけられ
ます。

・ ファイル名はMAX10文字までの半角英数字
で指定します。

・「 ” 」、「＜」、「＞」、「＆」およびスペースは
使用できません。

実際につけられるファイル名については“5.4
ファイル名について”を参照してください。
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ファイル上書き保存

格納位置に同一名のファイルがあった場合の処
理を選択します。

・“する”を選択すると、上書き保存されます。

・“しない”を選択すると、識別用の数字が
入ったファイル名が自動的につけられます。
識別用数字の桁数（３桁～８桁）を選択し
てください。

TWAINドライバ使用

“しない”を選択します。

TWAINドライバの使用については“5章の5.4
Network TWAIN連携JOBを登録する”を参照
してください。

題名：

ファイルの送信を通知するメールの題名を入力
します。

・ 題名を何も設定していない場合は、“send
Image”という題名が自動的につけられます。

・ 全角、半角にかかわらず最大40文字です。

宛先メールアドレス：

ファイルの送信を通知するメールの宛先のメー
ルアドレスを入力します。

宛先メールアドレスが設定されていない場合
は、メールは送信されません。

送り元メールアドレス

何らかの理由で送信が失敗した、またはメール
サーバに拒否された場合に通知を行う先のメー
ルアドレスを入力します。

コメント：

ファイルの送信を通知するメールにつけるコメ
ントを入力します。

全角、半角にかかわらず最大200文字です。
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6) “《イメージファイル形式》”の各項目を設定します。

ファイル形式：

添付するファイルのファイル形式を選択しま
す。　

・マルチページTIFFモード
このモードでは、読込んだデータを１つのマ
ルチページTIFF形式ファイルとして送信しま
す。

・シングルページTIFFモード

このモードでは、読込んだ画像の１面を１つ
のTIFFファイルとして送信します。

・マルチページPDFモード

このモードでは、読込んだデータを１つの
PDFファイルとして送信します。

・シングルページPDFモード

このモードでは、読込んだ画像の１面を１つ
のPDFファイルとして送信します。

ファイル圧縮形式：

MH/MR/MMR圧縮または非圧縮を指定します。

“1章の1.3  画像データのサイズについて”を
参照してください。

・“かんたん読取り設定”で“グレー”が選択されている場合、
大量の原稿を読取らせる場合、またはデータ量が大きくなる
ようないくつかの要因が重なる場合は、送信するデータ量に
ネットワークが対応できるか管理者に相談してから原稿の読
取りを行ってください。
過度に大量のデータを送信するとネットワークに負担がかか
り、サーバがダウンするなどの恐れがあります。

注意�
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7) 読取る原稿に応じて、“［かんたん読取り設定］”の
原稿タイプを選択します。

・ 出力イメージタイプ： 二値

原稿タイプ：

文字+写真
ひとつの原稿に写真や文字混在する原稿を読
取る場合に使用します。

文字
文字のみの原稿やOCR等のソフトウエアを使
用する場合に選択します。

OCRで利用する場合は、OCR等に適した解像
度に変更する必要があります。

写真
写真を読取る場合に選択します。

・  出力イメージタイプ：グレー（原稿タイプ：すべて）
画像データとして多値データが必要な場合に
選択します。画像サイズが大きくなります。

かんたん読取り設定について

・ かんたん読取り設定を利用すると、原稿に
応じた最適な読取りをかんたんに設定する
ことができます。

・ 読取りの設定を変更するとき、設定変更ま
でに多少時間がかかる場合があります。設
定が変更されると画面が先頭にスクロール
します。

・［読取りカスタマイズ］のチェックボックス
をチェックすると、使用用途に応じ、かん
たん読取り設定で選択した設定をカスタマ
イズすることができます。

・ 読取り設定のカスタマイズは、現在かんた
ん読取り設定で選択している読取り方法に
対するカスタマイズです。カスタマイズが
設定されている状態で読取り方法を変更す
るとカスタマイズ内容はクリアされます。

設定のカスタマイズについては、“6章  読取り
設定をカスタマイズする”を参照してください。
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8) 設定が終了したら　登録　ボタンをクリックします。

・設定内容が登録され、JOB選択画面が表示され
ます。

・ JOB選択の表に先程登録したものが追加されて
います。

・ メモリが足りないとJOBを追加登録できません。
その場合、不要なJOBを削除するなどしてメモ
リを確保してからJOB登録してください。

これでファイルJOBの登録は終了です。

登録したJOBを使用して送信を行うときの手順については、
“7章の7.1  読取ったデータを送信する”を参照してください。

登  録�
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5.4 Network TWAIN連携JOBを登録する

Network TWAIN連携JOBについて

Network TWAIN連携では、読取った画像データ（TIFF形式）
を当社Network TWAIN Driverとの連携ファイルとしてサーバに
FTP送信します。各クライアントPC（WINDOWS環境のみ）
に添付のNetwork TWAIN Driverをインストールしておけば、ド
ライバがサーバ上の指定のFTPディレクトリを監視し、FTP送
信された画像データを即座にPC上の任意アプリケーションに
TWAIN-APIで提供します。アプリケーションに画像が取り込
まれるとサーバ上の画像データはNetwork TWAIN Driverによっ
て自動的に削除されます。
Network TWAIN連携 JOBの登録はファイルのサービスを使用
して設定します。

Network TWAIN連携にはFTPというファイル転送方式を使用しま
す。NetworkTWAIN連携を実行するには、ファイル送信先のコン
ピュータにFTPサーバ機能が必要です。

・Network TWAIN Driverのインストール方法については、添付の
Network TWAIN Driver FPDに入っている“Read Me”ファイ
ルを参照してください。

・ファイル形式にPDFを選択している場合は、Network TWAIN
の設定はできません。

1) 送信設定のグループ選択画面で、サービスとして
ファイルを指定できるグループの　選択　ボタンを
クリックします。

・ JOB選択画面が表示されます。

・ Network TWAIN連携JOBはファイルのサービス
を使用します。

・ Network TWAIN連携JOBが登録可能なグループ

にはサービスの欄に  のアイコンが表示され
ています。

・ 各グループでどのサービスを指定できるかの設定
は管理者が行います。

選択�
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2)   JOB設定の追加 ＞＞　ボタンをクリックします。

・ JOB編集画面が表示されます。

3) “JOB名”を入力します。

・ スキャナのオペレータパネル上で送信先を選択す
るとき、ここで設定した名前が表示されます。

・ 全角文字を使用するとオペレータパネルに文字化
けして表示されますので、半角のカタカナまたは
英数字を使用してください。

・「 ” 」、「＜」、「＞」、「＆」およびスペースは使用
できません。

・ オペレータパネルに表示されるのは11文字まで
です。

4) “［サービス］”の項目で“ファイル（FTP）”のラジ
オボタンをクリックします。

・ファイルJOB用の設定項目が表示されます。

・ サービスに“ファイル（FTP）”のラジオボタン
が表示されない場合は、選択したグループでファ
イルJOBの登録ができないように設定されてい
ます。

・ 各グループでどの送信方法を指定できるかの設定
は管理者が行います。

JOB設定の追加�

ファイル（FTP）
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5) “《ファイル（FTP）設定》”の各項目を設定します。

FTPサーバ（：入力必須）

送信先のFTPサーバ（コンピュータ）のIPアド
レスを入力します。（例：192. 168. 1. 100）

ユーザ名（：入力必須）

送信先のFTPサーバに登録されているユーザ名
を入力します。

パスワード

送信先のFTPサーバに登録されているパスワー
ドを入力します。

ファイル格納位置（：入力必須）

ファイルを格納するフォルダ名（ディレクトリ
名）を入力します。

“FTPサーバ”、“ユーザ名”、“パスワード”、
“ファイル格納位置”について不明な点はFTP
サーバ管理者に問い合わせてください。

ファイル名

転送したデータに任意のファイル名をつける場
合に入力します。

・ ファイル名を何も設定していない場合は、
ランダムなファイル名が自動的につけられ
ます。

・ ファイル名はMAX10文字までの半角英数字
で指定します。

・「 ” 」、「＜」、「＞」、「＆」およびスペースは
使用できません。

実際につけられるファイル名については“5章
の5.7  ファイル名について”を参照してくださ
い。
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ファイル上書き保存

格納位置に同一名のファイルがあった場合の処
理を選択します。

・“する”を選択すると、上書き保存されます。

・“しない”を選択すると、識別用の数字が
入ったファイル名が自動的につけられます。
識別用数字の桁数（３桁～８桁）を選択し
てください。

TWAINドライバ使用

“する”を選択します。

題名：

入力不要です。

宛先メールアドレス：

入力不要です。

送り元メールアドレス

入力不要です。

コメント：

入力不要です。

6) “《イメージファイル形式》”の各項目を設定します。

ファイル形式：

マルチページTIFFモードを選択します。　

ファイル圧縮形式：

MMR圧縮を指定します。

“かんたん読取り設定”で“グレー”を選択す
ると、ファイル圧縮形式は自動的に非圧縮に設
定されます。
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“かんたん読取り設定”で“グレー”を選択すると、原稿１
ページあたりのデータ量がとても大きくなります。
“グレー”を選択した場合は特に、送信するデータ量にネット
ワークが対応できるか管理者に相談してから原稿の読取り、送
信を行ってください。
過度に大量のデータを送信するとネットワークに負担をかけ、
サーバがダウンするなどの恐れがあります。

7) 読取る原稿に応じて、“［かんたん読取り設定］”の
原稿タイプを選択します。

出力イメージタイプ： 二値

原稿タイプ：

文字+写真
ひとつの原稿に写真や文字混在する原稿を読
取る場合に使用します。

文字／OCR
文字のみの原稿やOCR等のソフトウエアを使
用する場合に選択します。

OCRで利用する場合は、OCR等に適した解像
度に変更する必要があります。

写真
写真を読取る場合に選択します。

出力イメージタイプ：グレー（原稿タイプ：すべて）
画像データとして多値データが必要な場合に
選択します。画像サイズが大きくなります。

注意�
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かんたん読取り設定について

・ かんたん読取り設定を利用すると、原稿に
応じた最適な読取りをかんたんに設定する
ことができます。

・ 読取りの設定を変更するとき、設定変更ま
でに多少時間がかかる場合があります。設
定が変更されると画面が先頭にスクロール
します。

・［読取りカスタマイズ］のチェックボックス
をチェックすると、使用用途に応じ、かん
たん読取り設定で選択した設定をカスタマ
イズすることができます。

・ 読取り設定のカスタマイズは、現在かんた
ん読取り設定で選択している読取り方法に
対するカスタマイズです。カスタマイズが
設定されている状態で読取り方法を変更す
るとカスタマイズ内容はクリアされます。

設定のカスタマイズについては、“6章  読取り

設定をカスタマイズする”を参照してください。

8) 設定が終了したら　登録　ボタンをクリックします。

・設定内容が登録され、JOB選択画面が表示され
ます。

・ JOB選択の表に先程登録したものが追加されて
います。

・ メモリが足りないとJOBを追加登録できません。
その場合、不要なJOBを削除するなどしてメモ
リを確保してからJOB登録してください。

これでNetworkTWAIN連携の設定は終了です。

登録したJOBを使用して送信を行うときの手順については、
“7章の7.1  読取ったデータを送信する”を参照してください。

登  録�
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5.5 ファイル名について
画像データのファイル名は下記のような構成で作成されます。

　　　　ファイル名部　　上書き防止カウンタ　シングルページ指定部　　　拡張子
　　　　　　id00000000　　001～ 00000001　　　　　　_00000 　　　　.tif 又は .pdf

　　　　　① 　　　　　　② 　　　　　　　③

　

①ユーザ指定または乱数から作成される部分で最大10文字の
領域です。
ユーザ指定がない場合は、“id”に乱数による８桁の数字が
付いたものとなります。

②ファイル上書き保存をしない設定のときに必ず付けられま
す。指定により３桁から８桁の数字が付けられます。桁数が
あふれた場合はファイル名作成エラーとなり、オペレータパ
ネルにメッセージが表示されます。

③シングルページTIFF又はシングルページPDF指定時に必ず
付けられます。現在行っている送信処理で送信したイメージ
数を５桁の数字で表します。
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6章　読取り設定をカスタマイズする

本装置は“かんたん読取り設定”の原稿タイプで読取り原稿に
適した読取り設定を指定可能ですが、更に詳しい読取り設定が
必要な場合は、選んだ原稿タイプの設定をカスタマイズするこ
とができます。

カスタマイズはかんたん読取り設定の原稿タイプで選択された設定
に対して行われます。カスタマイズされた設定の原稿タイプを変更
すると、カスタマイズ内容はクリアされます。

1) それぞれのJOB設定画面で“読取り設定のカスタ
マイズ”のチェックボックスをチェックします。

・読取りカスタマイズ画面が表示されます。

[読取りカスタマイズ]のチェックを外すとカスタマ
イズ内容はすべてクリアされます。

2) 各項目を設定します。

《用紙設定》

原稿のサイズと方向を選択します。サイズは通
常“自動検出”を選択します。サイズに“ユー
ザ指定”を選択した場合は、原稿の幅と長さを
mm単位で入力します。

［読取りカスタマイズ］�
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・ フラットベッドの原稿押えパッドが白い場
合、フラットベッドで読取りを行ったとき
にはサイズの自動検出ができません。
その場合“自動検出”が指定されていると
オペレータパネルに用紙サイズ選択画面が
表示されますので、その都度原稿サイズを
指定してください。

・ サイズの自動検出は原稿方向が縦のときに
しか設定できません。

・ 本スキャナでは原稿の長辺を原稿台の奥に
突き当ててセットしたときの方向を縦とし
ています。

・ サイズの自動検出で検出できる原稿サイズ
は以下のとおりです。

フラットベッドでの読取りの場合：
A3、A4、A5、B4、B5、名刺サイズ、
はがきサイズ

ADFでの読取りの場合：
A3、A4、A5、B4、B5

これ以外のサイズの原稿をセットした場合
は、上記のどれかに検出されます。

オペレータ�

横置き�

オペレータ�

サイズ検出不可�サイズ検出可�

縦置き�
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《読取り領域指定》

原稿の特定の部分を読取らせたい場合“有り”
を選択し、領域を入力します。

“始点”には原稿の左上から読取り領域の左上
までの距離をmm単位で入力してください。

読取り領域指定で“有り”を選択すると、“オ
フセット有り”の指定ができるようになりま
す。
“オフセット有り”を指定（チェック）すると、
下図のように、原稿イメージの外側にコの字形
にオフセットイメージがついた画像データが送
信されます。

読取り領域の設定により、オフセットイメージ
のつきかたが変わります。

始点X 幅� 始
点
Y

高
さ
�読取り領域

原稿
原稿：表

原稿：表�

右端オフセット領域�
約0.76 mm

上端オフセット領域���
約1.0 mm

左端オフセット領域�
約0.76 mm

オフセット�
イメージ�
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読取り領域を原稿全体に指定したとき

イメージの外側にコの字形にオフセットイメー
ジがつきます。

読取り領域を原稿左上端に指定したとき

イメージの左端および上端にオフセットイメー
ジがつきます。

読取り領域を原稿右上端に指定したとき

イメージの右端および上端にオフセットイメー
ジがつきます。

原稿：表�原稿：表�

通常� オフセット有り�

原稿：表�原稿：表�

読取り領�域�読取り領域�

通常� オフセット有り�

原稿：表�原稿：表�

読取り領�域�読取り領域�

通常� オフセット有り�
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読取り領域を原稿左端に指定したとき

イメージの左端にオフセットイメージがつきま
す。

読取り領域を原稿上端に指定したとき

イメージの上端にオフセットイメージがつきま
す。

読取り領域を原稿右端に指定したとき

イメージの右端にオフセットイメージがつきま
す。

原稿：表�原稿：表�

読取り領�域�読取り領域�

通常� オフセット有り�

原稿：表�原稿：表�

読取り領�域�読取り領域�

通常� オフセット有り�

原稿：表�原稿：表�

読取り領�域�読取り領域�

通常� オフセット有り�
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読取り領域を原稿中央に指定したとき

オフセットイメージはつきません。

《解像度》

読取りの解像度を選択します。“ユーザ指定”
を選択した場合は50 dpi～ 400 dpiの範囲で入
力します。

読取りの解像度を高く設定すると、原稿1ページ当たりのデー
タ量が大きくなります。解像度を高く設定したとき、送信デー
タ量が大きくなるような他の要因が重なる場合は、送信する
データ量にネットワークが対応できるか管理者に相談してから
原稿の読取りを行ってください。過度に大量のデータを送信す
るとネットワークに負担がかかり、サーバがダウンするなどの
恐れがあります。

・ 解像度を低くするほど、読取りデータ量が小さく
なり、読取り速度が上がりますが、細かな文字が
かすれる場合が出てきます。

・ 通常は200 dpiを推奨します。

・ グレーは200 dpiまでしか設定できません。

原稿：表�原稿：表�

読取り領�域読取り領域�

通常� オフセット有り�

注意�
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《２値化手法》

二値化方法を選択します。

・ 二値化方法の設定項目は、かんたん読取り
設定で選択したモードによって異なります。

・ 画面には設定可能な項目のみが表示されま
す。

・ グレー多値選択時はこの項目は表示されま
せん。

＜文字部処理＞

かんたん読取り設定で二値：文字＋写真または
文字を選択したときに設定します。
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スライス

文字＋写真原稿を読取る場合に選択します。
原稿を淡く読取る場合には小さい値を、原稿
を濃く読取る場合には大きい値を入力してく
ださい。

自動二値（簡易）

コントラスト差の少ない背景と文字（例えば
背景色と同色の文字など）の原稿であっても
自動的にスライス値を切換え、文字を再現し
ます。

スライス値を大きくするほど、コントラスト差
の小さいものを識別できますが、逆に汚れやホ
コリなどにも敏感に反応し、きれいに読取れな
い場合がありますので、原稿に合わせて調整し
てください。

自動二値（完全）

前述の自動二値（簡易）に比べてより細かく
精度の高い処理を行います。また、同時に以
降に記載のゴミ取りなどの処理を実行するこ
とができます。
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画像処理機能詳細

濃淡カーブを大きくするほど、コントラスト
差の小さいものを識別できるようになります
が、逆に汚れやホコリなどにも敏感に反応
し、ノイズが増える場合がありますので原稿
にあわせて調整してください。
フィルタリングは、鉛筆やボールペンで書込
まれた原稿の文字の中抜けをうめることによ
り、文字のカスレを少なくします。必要な場
合、ボールペンモードを選択してください。
ゴミ取りは白い領域の中の黒い小さな点や、
黒い領域の中の白い小さな点を「ゴミ」や
「しみ」とみなして、自動的に除去します。
除去するドットの最大の大きさを指定しま
す。原稿に応じて適切なサイズを選択してく
ださい。
スムージングは文字のギザギザになった線を
なめらかにします。

詳細については fi-IPC4D（画像処理オプ
ションボード）の取扱説明書を参照してく
ださい。

自動二値（簡易、完全）を指定する際は追
従指定を写真モードにしてください。
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像域分離（画像処理オプション）

読取り時に文字部分と写真部分を自動的に識
別して、別々の処理を行います。
fi-IPC4D（画像処理オプションボード）が組
込まれている場合のみ表示されます。
スライス値は原稿の濃度（コントラスト）に
合せて、淡く読取る場合には小さい値を、濃
く読取る場合には大きい値を入力してくださ
い。



66666 章章章章章          読取り設定をカスタマイズする　読取り設定をカスタマイズする　読取り設定をカスタマイズする　読取り設定をカスタマイズする　読取り設定をカスタマイズする　

6-116-116-116-116-11　　　　　

＜写真部処理＞

かんたん読取り設定で二値：文字＋写真または
写真を選択したときに設定します。

誤差拡散処理

誤差拡散処理で画像を二値化します。

ディザパターン処理

ディザパターン処理で画像を二値化します。
ディザパターンは読取り画像により選択しま
す。
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ブライトネス

かんたん読取り設定で二値：写真を選択した
ときに設定します。
画像の明るさを調整します。原稿を明るく読
みたいときは大きい数字を、暗く読みたいと
きは小さい数字を指定します。

《画像処理》

白黒反転

“有り”を指定すると読取り画像を白黒反転
処理します。

グレー選択時は白黒反転できません。

コントラスト

画像のコントラストの調節を行います。数値
が大きいとコントラストが強く、数値が小さ
いとコントラストが弱くなります。

シャープネス

画像への強調処理を設定します。
強調小→大の順で画像はシャープになります。
平滑化を選択すると、画像はソフトになりま
す｡
輪郭抽出を選択すると、画像は輪郭線を取り
出したイメージに処理されます｡

輪郭抽出は文字モードでのみ指定できます。

追従指定

読取り時の地色追従モードを設定します。
＜文字部処理＞でスライスが設定されている
場合で文字の書かれた原稿を読取る場合は線
画モードを選択してください。
その他の場合は写真モードを選択してくださ
い。
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ガンマ補正

スキャナ内のセンサは原稿の濃淡に比例した
データを出力いたしますが、多くの出力機器
（ディスプレイ、プリンタ）はこの比例した
データに応じた出力をいたしません。そのた
め、この調整が必要な場合があります。
補正パターンは、リニア、ソフト、ハードの
３種用意してありますので、ご使用の出力機
器に合せて調整してください。

《運用モード指定》

ダブルフィード検出

ダブルフィード検出を指定すると、ADF読
取り時に２枚目以降の原稿のダブルフィード
エラーを検出することができます。
検出方法として、原稿の長さ・厚さをそれぞ
れ選択できます。

・原稿の長さによる検出：
１枚目の原稿より２枚目以降に読取ら
れた原稿が指定長（選択）より長い場
合にダブルフィード として検出しま
す。

例えば1枚目：A4横原稿、２枚目：
A3原稿の順で原稿を混載した場合、
この検出ではダブルフィードエラーと
なりますので注意が必要です。

・原稿の厚さによる検出：
透過センサにより、１枚目の原稿の厚
さより２枚目以降の原稿の厚さが極端
に厚いと判断された場合、ダブル
フィードとなります。

原稿の厚さによる検出を行う場合は、
原稿内容が検出精度（誤検出の起こり
やすさ）に影響を与えるため、事前に
原稿内容を確認してください。
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白紙スキップモード

ADF読取りで両面読取り指定時に白紙の原
稿を読取った場合、白紙のイメージを無視す
るかどうかを指定します｡
“有り”を選択した場合は、白紙検出時、そ
のデータを送信先には送りません。
スライスは、イメージ中の黒ドットの比率が
どれくらいの原稿を白紙として検出するかを
0.01%刻みで0.01～ 2.55%の範囲で指定しま
す。

・ 画像処理によっては白紙でも黒く読取り
が行われ、スキップできない場合があり
ます｡

・ グレー読取り時は指定できません｡

ADF（表面）裏当て

ADF（表面）の裏当ての色を指定することが
できます。
OCRソフトなどで処理する場合は、裏当て
“黒”を選択します。

・ 裏当て“黒”を選択すると原稿の境目が
はっきりします。

・ 裏当て“白”を選択すると原稿背景（原
稿周りの黒枠）が出にくくなり、ファイ
リングなどの用途に適します。

詳細については使用するOCRソフトの説明
書を参照してください。
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縁消し

イメージの上端、下端、左端、右端を指定範
囲で白く塗りつぶします。指定は0～15 mm
まで1 mm単位で設定できます。

読取り領域設定を行った場合でも、指定通
りにイメージの縁消しを行います。

3) 設定が終了したら画面先頭に戻り、　登録　ボタン
をクリックします。

原稿：表�

右端�

イメージ幅�

上端�

下端�

イメージ長�さ�

左端�

登  録�
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7章　読取り／送信

7.1 読取ったデータを送信する

・“かんたん読取り設定”で“グレー”が選択されている場合、
大量の原稿を読取らせる場合、またはデータ量が大きくなる
ようないくつかの要因が重なる場合は、送信するデータ量に
ネットワークが対応できるか管理者に相談してから原稿の読
取りを行ってください。
過度に大量のデータを送信するとネットワークに負担がかか
り、サーバがダウンするなどの恐れがあります。

・メール送信機能によりデータを送信するときは、管理者に相
談し、データ量の大きいものは送信しないようにしてくださ
い。
メールは受信されるまでメールサーバ内に蓄えられます。
メール分割するしないにかかわらず、データ量の合計が大き
いメールを送信すると、メールサーバの保存領域を圧迫しま
す。その結果、送信先のメールクライアントだけでなく、同
じメールサーバを利用している他のメールクライアントの
メール送受信に負荷を与える恐れがあります。

・本装置はネットワークに接続する装置であり、FAX等に比べ
データの秘匿性が低くなります。特に機密を要する書類を送
信する場合は注意してください。

スキャナで実際に原稿を読取り、データを送信するときは、下
記の手順により行います。

読取ったデータを処理するには、あらかじめJOBを登録しておく必
要があります。

JOBを登録する手順については、“5章  JOBの登録”を参照してく
ださい。

注意�
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1) スキャナに原稿をセットします。

原稿のセットの仕方については、スキャナ本体の
fi-4750N イメージスキャナ　オペレータガイドを参
照してください。

2) スキャナの電源を入れます。

・スキャナが立ち上がり、しばらくするとメ
ニュー表示画面が表示されます。

3) 左右スイッチで実行するJOBの登録されているグ
ループを選択します。

4) 上下スイッチでJOBを選択します。

5) 片面／両面スイッチで片面モードまたは両面モード
を選択します。

片面モードおよび両面モードについては、“7.2  片面
／両面モードについて”を参照してください。

　ファイル�
　　１：ＦＴＰ　Ｓｒｖｒ　Ａ�

：両面モード

：片面モード

片面／両面�

　メール�

　ファイル�

グループ名�

　ファイル�
　　１：ＦＴＰ　Ｓｒｖｒ　Ａ�

JOB名�
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6) ファンクションスイッチで追加モードの有効または
無効を選択します。

追加モードについては、“本章の7.3  追加モードに
ついて”を参照してください。

7) スタート／送信スイッチを押します。

・送信確認をするように管理者が設定している場
合、確認のメッセージが表示されます。

・ このメッセージが表示された場合、送信先に間
違いがないことを確認し、カーソルを“ハイ”
に移動させ、スタート／送信スイッチを押して
ください。

・ 送信をやめる場合はストップ／リセットス
イッチを押すかまたはカーソルが“イイエ”
の位置にある状態でスタート／送信スイッチ
を押してください。

・ドメインチェックをするように管理者が設定し
ている場合、送信先のメールアドレスが設定さ
れたドメイン以外のものであると、確認のメッ
セージが表示されます。

　ファイル�
　　１：ＦＴＰ　Ｓｒｖｒ　Ａ�

：追加モード無効�

：追加モード有効�

ファンクション�

ソウシンシマスカ？　ハイ／イイエ�
１９２．１６８．１．１００：／�

カーソル（点滅部）�

具体的な送信先�
（長い場合はスクロール表示されます。）�

スタート／送信�
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・ このメッセージが表示された場合、送信先に
間違いがないことを確認し、カーソルを“ハ
イ”に移動させ、スタート／送信スイッチを
押してください。

・ 送信をやめる場合は、ストップ／リセットス
イッチを押すかまたはカーソルが“イイエ”
の位置にある状態でスタート／送信スイッチ
を押してください。

・フラットベッドで読取りを行う際、JOBで用紙
サイズが“自動検出”に設定されていて、フ
ラットベッドの原稿押さえパッドを“白”に設
定している場合、用紙サイズ指定画面が表示さ
れます。
フラットベッドの原稿押さえ色は管理者が設定
します。

・ この画面が表示された場合、左右スイッチで
原稿の用紙サイズに当たるところにカーソル
を移動させ、スタート／送信スイッチを押し
てください。

・ 送信をやめる場合はストップ／リセットス
イッチを押してください。

・ 略号の意味とサイズは下記のとおりです。

ハガキ ：はがきサイズ 100.0×149.0 mm
メイシ ：名刺サイズ 55.0× 90.0 mm
LETTER：レターサイズ 215.9×279.4 mm
DLT ：11×17インチサイズ 279.4×431.8 mm
LEGAL ：リーガルサイズ 215.9×355.6 mm

ＦＢヨウシサイス゛�
Ａ３／Ａ４／Ａ５／Ｂ４／Ｂ５／ハガキ／メイシ／�

ＬＥＴＴＥＲ／ＤＬＴ／ＬＥＧＡＬ�

カーソル（点滅部）�

カ゛イフ゛ソウシン　ハイ／イイエ�
ｍａｉｌ＠ｏｕｔ．ｃｏ．ｊｐ�

  カーソル�
（点滅部）�

送信先メールアドレス�
（長い場合はスクロール表示されます。）�
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・スキャナが読取り動作を開始し、読取り／送信
経過画面が表示されます。

・ 読取り動作中にストップ／リセットスイッチ
を押すと、スキャナは読取り動作を中止しま
すが、すでに原稿を読取った分のデータにつ
いてはほとんどが送信されます。

・ マルチページTIFFを指定してある場合、JOB
を中断するとマルチページTIFFを正常に終了
するために“読み取りが中断されました。本
ページは削除してください。”と書かれたイ
メージ画像が追加される場合があります。

・読取りおよび送信が終了すると、送信終了画面
が表示されます。

白紙スキップモードが“有り”に設定されている
場合、読取った原稿の数と送信したデータの数が
最終的に一致しない場合があります。

eメールを使用して、緊急を要する書類などを送信
したときは、データが送信先に到着したことを必ず
確認してください。送信エラーを通知するメールが
何らかの原因で送信されてこなかったり、送信され
てくるまでに長時間かかったりすることがあります。

　　ヨミトリ　　　　　　１０�
　　ソウシンス゛ミ　　　　７�

読取った原稿の数�

送信したデータの数�

　　ソウシン　シュウリョウ�
　　１０ヘ゜ーシ゛ソウシン�

送信したイメージの数�
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7.2 片面／両面モードについて

メニュー表示画面で片面／両面スイッチを押すと片面
モードと両面モードが切換わります。

今の状態が片面モードか両面モードかは、メニュー表
示画面の右上のマークで判別できます。
“  ”が表示されていれば片面モード、“  ”が表示
されていれば両面モードです。

片面モードでは、ADF読取り時に表面（下向きの面）
のみを読取ります。
両面モードでは、ADF読取り時に両面（上下の面）を
同時に読取ります。

フラットベッド読取り時は、片面モード、両面モード
の切換えが無効になり、表面（下向きの面）のみを読
取ります。

電源投入時、片面モードおよび両面モードのどちらを
デフォルトにするかは、管理者メニューで設定可能で
す。

“4章の4.3  動作モードの設定を変更する”を参照し
てください。

片面／両面�

　メール�

：両面モード�

：片面モード�
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7.3 追加モードについて

追加モードを使用すれば、ADFでサイズの異なる原稿を読取っ
た場合や、フラットベッドで複数枚読取った場合などにも、画
像データを１つのマルチページTIFF又はマルチページPDF
ファイルとして、処理（JOB実行）できます。

メニュー表示画面でファンクションスイッチを押すと、
追加モードの有効と無効が切換わります。

今の状態で追加モードが有効か無効かは、メニュー表
示画面の右下のマークで判別できます。
“  ”が表示されていれば追加モード有効、表示され
ていなければ、追加モード無効です。

下記の画面では、画面の左上に、追加モード有効なら
ば“A”が表示されます。追加モード無効ならば表示さ
れません。

追加モードでは、読取りが終了すると、読取り継続確
認メニューが表示されます。

このとき片面／両面スイッチを押すと、継続して次に
読取りを行うときの片面モード、両面モードを変更で
きます。

読取りを継続させるときは、原稿をセットし、スター
ト／送信スイッチを押します。
読取りを終了させるときは、右スイッチを押してカー
ソル（点滅部）を“シュウリョウ”の位置に移動させ、
スタート／送信スイッチを押します。

ファンクション�

　メール�
：追加モード無効�

：追加モード有効�

Ａ　ヨミトリ　　　　　　１０�
　　ソウシンス゛ミ　　　　７�

　：追加モード無効�
Ａ：追加モード有効�

ヨミトリ　１００シュウリョウ�
　ヨミトリ　ツイカ／シュウリョウ�

カーソル（点滅部）�
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8章　トラブルシューティング

8.1 一時的なエラー

通常の読取り・送信において原稿や操作に起因する問題が発生
したときに表示されるエラーメッセージは以下のとおりです。

○“ｹﾞﾝｺｳJAM”

ADFからの原稿読取りにおいてJAMが発生すると表示さ
れます。
ADFカバーを開け、詰まった原稿を取除いてホッパへ戻
し、読取りを再開してください。読取りを中断すると、
読取ったデータは送信され、以降の読取りはキャンセル
されます。

○“ADFｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ”

ADFカバーが開いていると表示されます。
ADFカバーは、原稿を読取り中か否かに関わらず閉めて
おいてください。ホコリが入るなどして、読取り画像へ
影響を与える場合があります。

○“ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｨｰﾄﾞ”

ADFからの原稿読取りにおいて、ダブルフィードが発生
すると表示されます。
表示に従い、読取りを再開してください。
ダブルフィード検出の検出方法に“原稿厚さ”を指定し
てある場合、原稿の印刷パターンによっては誤検出する
ことがあります。誤検出が頻発する場合は“原稿厚さ”
の指定を外してください。
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○“LANｹｰﾌﾞﾙﾐｾﾂｿﾞｸ”

本装置が起動した状態のとき、LANケーブルが抜けてい
る、またはLINK指定がない場合に表示されます。
LANケーブルが接続され、LINKされた状態になると表示
は消えます。
LANケーブルを接続しても表示がかわらないときは、本
機を接続しているHUBなど、ネットワーク中継器への接
続状態、電源状態を確認してください。
それでもLINKが確立しない場合はネットワーク通信速度
に関するネゴシエーションに失敗していることが考えら
れます。手動でネットワーク中継器との通信速度を設定
してください。

通信速度の設定方法については“3章の3.1 IPアドレスを設定
する”を参照してください。

○“DHCPエラー”

［DHCPを使用する］に設定した状態で、DHCPサーバか
ら IPアドレスを獲得できない場合に表示されます。DHCP
サーバから IPアドレスを獲得できると表示は消えます。

しばらく待っても表示が変わらないときは、本装置を接
続しているネットワーク上にDHCPサーバが動作してい
るかまたIPアドレスの割り振りが可能な状態かどうか確
認してください。

○“ﾊｲｼｭﾂJAM”

電源投入時、ADFの原稿通路に原稿などがはさまってい
ると排出しようとしますが、その際にJAMが発生すると
表示されます。
ADFカバーを開け、詰まった原稿を取除いてストップ／
リセットスイッチを押してください。

○“ﾋﾟｯｸﾛｰﾗｦｾｲｿｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ”

ADFでのピックミスが多発すると表示されます。
ピックローラの清掃を行ってください。
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・　紙粉の発生しやすい原稿や、特殊なコーティングのされた
原稿を多く読込ませると、このエラーが発生しやすくなり
ます。

・　“ADFｶﾞﾗｽｦｾｲｿｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ”のメッセージと同時に表示される
こともあります。

・　ストップ／リセットスイッチを押すとこの表示はクリアさ
れますが、電源再投入を行わずに読取り、送信を行うと、
終了後再び表示されます。

清掃のしかたについては、fi-4750N イメージスキャナ　オペ
レータガイドを参照してください。

○“ADFｶﾞﾗｽｦｾｲｿｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ”

ADFの原稿通路内に紙粉や異物が溜まると表示されます。
ADFガラスの清掃を行ってください。

・　“ﾋﾟｯｸﾛｰﾗｦｾｲｿｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ”のメッセージと同時に表示される
こともあります。

・　ストップ／リセットスイッチを押すとこの表示はクリアさ
れますが、電源再投入を行わずに読取り、送信を行うと、
終了後再び表示されます。

清掃のしかたについては、fi-4750N イメージスキャナ　オペ
レータガイドを参照してください。
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8.2 装置異常（アラーム）

装置に問題が発生したときに表示されるアラームは以下のとお
りです。

○“ｿｳｺｳｹｲｲｼﾞｮｳ”

　フラットベッド読取りユニットの駆動系に異常が発生す
ると表示されます。
電源を再投入し、読取りを行ってください。再度発生す
るようであれば使用を中止し、販売店または巻末のイ
メージングサービス＆サポートセンターまでご連絡くだ
さい。

○“ｺｳｶﾞｸｹｲｲｼﾞｮｳ　ｵﾓﾃ”

　表面の読取りユニットにおいて光学的異常が発生すると
表示されます。
電源を再投入し、読取りを行ってください。再度発生す
るようであれば使用を中止し、販売店または巻末のイ
メージングサービス＆サポートセンターまでご連絡くだ
さい。

○“ｺｳｶﾞｸｹｲｲｼﾞｮｳ　ｳﾗ”

　裏面の読取りユニットにおいて光学的異常が発生すると
表示されます。
電源を再投入し、読取りを行ってください。再度発生す
るようであれば使用を中止し、販売店または巻末のイ
メージングサービス＆サポートセンターまでご連絡くだ
さい。

○“ﾗﾝﾌﾟ ﾋｭｰｽﾞ ﾀﾞﾝ”

　光源ランプの電源供給ラインのヒューズが切断すると表
示されます。
電源を再投入し、読取りを行ってください。再度発生す
るようであれば使用を中止し、販売店または巻末のイ
メージングサービス＆サポートセンターまでご連絡くだ
さい。
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○“ﾌｧﾝﾃｲｼ”

　電源部の冷却ファンが停止すると表示されます。
電源を再投入して再度発生するようであれば使用を中止
し、販売店または巻末のイメージングサービス＆サポー
トセンターまでご連絡ください。

節電モード中はファンが停止しますが、これは異常ではありま
せん。（アラームは表示されません。）

○“ﾓｰﾀｰﾋｭｰｽﾞ ﾀﾞﾝ”

　駆動系モータの電源供給ラインのヒューズが切断すると
表示されます。
電源を再投入して再度発生するようであれば使用を中止
し、販売店または巻末のイメージングサービス＆サポー
トセンターまでご連絡ください。

○“MACｱﾄﾞﾚｽｴﾗｰ”

装置のMACアドレスメモリに異常が発生すると表示され
ます。
電源を再投入して再度発生するようであれば使用を中止
し、販売店または巻末のイメージングサービス＆サポー
トセンターまでご連絡ください。

○“ｲﾆｼｬﾙｴﾗｰ”
○“ﾂｳｼﾝｴﾗｰ”

LANアダプタボードとスキャナ装置の間に異常が発生す
ると表示されます。
LANアダプタボードの取付けが正常であるか確認してく
ださい。
取付けが正常であって、電源を再投入しても再度発生す
るようであれば使用を中止し、販売店または巻末のイ
メージングサービス＆サポートセンターまでご連絡くだ
さい。
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8.3 ネットワーク系エラー

ネットワーク系の接続や設定に問題が発生したときに表示され
るエラーメッセージは以下のとおりです。

○“SMTPｻｰﾊﾞﾍﾉｾﾂｿﾞｸﾆｼｯﾊﾟｲｼﾏｼﾀ・・・・”

メールを利用するJOBの実行時に、メールサーバとの接
続が確立できないと表示されます。

・ SMTPサーバアドレスもしくはSMTPサーバドメイ
ン名が正しいか確認してください。

・ PingによりSMTPサーバへの疎通を確認してくださ
い。

・メールサーバ管理者へSMTPサーバのサービス稼働
状態を確認してください。

○“ﾃﾞｰﾀﾉｶｷｺﾐﾆｼｯﾊﾟｲｼﾏｼﾀ。SMTPｻｰﾊﾞﾉｾｯﾃｲｦｶｸﾆﾝ・・・”

メールサーバに対してイメージデータの送信中に回線が
切断し、タイムアウトとなると表示されます。

・接続経路の中継器（HUBなど）の電源状態を確認し
てください。

・ LANケーブルの接続状態を確認してください。

○“SMTPｻｰﾊﾞｶﾞﾐﾂｶﾘﾏｾﾝ・・・”

以下の要因が考えられます。

・ DNS使用時、SMTPサーバのホスト名がDNSに未登
録である。
→ネットワーク管理者へ確認してください。

・ SMTPサーバをホスト名で指定しているが、DNS
サーバの IPアドレスが未設定である。
→ネットワーク設定を確認してください。
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○“ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾗｰ”、“FTPｻｰﾊﾞｶﾞﾐﾂｶﾘﾏｾﾝ・・・”

以下の要因が考えられます。

・ DNS使用時、FTPサーバのホスト名がDNSに未登録
である。
→ネットワーク管理者へ確認してください。

・ FTPサーバをホスト名で指定しているが、DNSサー
バの IPアドレスが未設定である。
→ネットワーク設定を確認してください。

・実在しないFTPサーバを指定している。
→JOBの送信先サーバを確認してください。

○“ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾗｰ”、“ｲﾒｰｼﾞﾌｧｲﾙﾉｶｷｺﾐｻｷﾊﾟｽﾉｼﾃｲｶﾞﾌｾｲﾃﾞｽ・・・”

以下の要因が考えられます。

・ FTPサーバのデータ格納先エイリアス指定が存在し
ない。
→FTPサーバ管理者へ確認してください。また
は、JOB内容を確認してください。

○“ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾗｰ”、“ﾃﾞｰﾀﾉｶｷｺﾐﾆｼｯﾊﾟｲｼﾏｼﾀ・・・”

以下の要因が考えられます。

・ FTPサーバのデータ格納先エイリアスが書き込み禁
止になっている。
→FTPサーバ管理者へ確認してください。

○“IPｱﾄﾞﾚｽｴﾗｰ”

ネットワーク上に本装置と同じIPアドレスを持つ機器が
存在します。
ネットワーク管理者に相談してください。
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○“ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾗｰ”、“FTPｻｰﾊﾞﾍﾉLoginﾆｼｯﾊﾟｲｼﾏｼﾀ・・・”

以下の要因が考えられます。

・ FTPサービスの動作していないホストへデータを転
送しようとした。
→JOBのFTPサーバ設定を確認してください。ま
たは、管理者へ確認してください。

・ FTPログインIDが不正である。
→JOBのFTPサーバ設定を確認してください。ま
たは、管理者へ確認してください。

・ FTPログインパスワードが不正である。
→JOBのFTPサーバ設定を確認してください。ま
たは、管理者へ確認してください。

○“ﾒｰﾙｱﾃｻｷｱﾄﾞﾚｽｼﾃｲｶﾞﾌｾｲﾃﾞｽ・・・”

以下の要因が考えられます。

・ JOB内のアドレス指定が間違っている。
→JOBを確認してください。

○“ﾒｰﾙｵｸﾘﾓﾄｱﾄﾞﾚｽｼﾃｲｶﾞﾌｾｲﾃﾞｽ・・・”

　以下の要因が考えられます。

・ JOB内のアドレス指定が間違っている。
→JOBを確認してください。

○“DNSｻｰﾊﾞｶﾞﾐﾂｶﾘﾏｾﾝ・・・”

以下の要因が考えられます。

・管理者メニューでDNSサーバが設定されていない。
または設定が間違っている。
→設定を確認してください。

○“ﾌｧｲﾙﾒｲﾉｼﾃｲﾃﾞ、ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞﾉｹﾀｽｳｶﾞｱﾌﾚﾏｼﾀ・・・”

　ファイルの送信先で、ファイル名がオーバーフローしてい
ます。
ファイルNo.の桁数を増やす、または送信先のパス内の
ファイルを削除する、などの処置をとってください。
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8.4 困ったときには

○起動ができない

・電源ランプが点灯していない場合

1) 電源ケーブルが正しくコンセントに差し込まれてい
るか確認してください。

2) スキャナ後面のスイッチが“I”側ヘ押されている
か確認してください。

・電源を入れると“LANケーブルミセツゾク　ケーブルヲ
カクニンシテクダサイ”というメッセージが出る。

1) LANケーブルがきちんと差し込まれているか確認
してください。

2) LANで接続されている相手先の装置（HUBなど）
のLEDの状態を確認してください。

LEDが点灯していない場合、相手先装置の電源が
入っていないか、ケーブルが断線している可能性が
あります。

3) LANの通信速度が合っているか確認してください。
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○ブラウザから本装置のTopページにアクセスできない

1) IPアドレスが正しく設定されているか確認してくだ
さい。

2) IPアドレスの値が他の装置と重複していないか確認
してください。

3) ゲートウェイの設定を確認してください。

クライアントと本装置間にゲートウェイが存在する
場合はネットワーク設定でゲートウェイの IPアドレ
スを設定しておく必要があります。

○パスワードを忘れてしまった

下記の手順によりパスワードを消去してください。

1) スキャナの電源を入れます。

・スキャナが立ち上がり、しばらくするとメ
ニュー画面が表示されます。

2) ストップ／リセットスイッチを約10秒間押し続け
ます。

・ DHCPクライアント機能設定画面が表示されま
す。

3) 片面／両面スイッチを約10秒間押し続けます。

・“パスワードヲクリアシマスカ？”のメッセージ
が表示されます。

4) カーソルを“ハイ”に移動させ、読取り／送信ス
イッチを押します。



仕様　仕様　仕様　仕様　仕様　

項目 Scanner TWAIN Driver/Network TWAIN Driver

動作OS
Windows®Me Windows ®98、Windows®95、
Windows®2000 Windows NT®4.0

CPU Pentium133MHz以上推奨 Pentium以上推奨
メモリ 16MB以上
ハードディスク 30MB以上の空き容量
項目 Pragma WebPrint/Pragma WebFiler（90日間お試し版）

動作OS Windows®2000
Windows NT® Windows NT®

Windows®95Server 4.0 Workstation 4.0
CPU Pentium133MHz

Pentium以上推奨以上推奨

メモリ
2MB以上動作可能（64MB以上推奨）
※Windows®2000  Serverは 128MB以上

ハードディスク 30MB以上の空き容量

必須ソフトウェア

Microsoft® Microsoft® Microsoft® Microsoft®
Internet Internet Peer Web パーソナル
Information Information Services Webサーバ
Services 5.0 Server 3.0以降 V1.0

備考
クライアント動作環境として、対応ブラウザはNetscape
Navigator 4.0以降またはMicrosoft Internet Exploerer 4.0以降
が必要

仕様

■ fi-4750Nの仕様

■ 添付ソフトウェア／ドライバ動作環境

項目 基本仕様
ネットワーク接続 IEEE802.3u、100BASE-TX／
インターフェース 10BASE-Tイーサーネット
物理仕様 8ピン・モジュラジャック（RJ45）
通信速度 100Mビット／秒（最大）
電子メールオーペレーション SMTP、Base64、MIME
FTPオペレーション FTP
転送ファイル形式 TIFF V6.0、マルチページTIFF、PDF

サポートシステム

［クライアントPC］
Netscape Navigator 4.0以降または
Microsoft Internet Explorer 4.0以降

［サーバPC］
FTP（File Transfer Protocol）サーバ
SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）サーバ

添付ソフトウェア Network TWAIN Driver
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索引

英字
DNSサーバ ...................................................... 3-8／ 4-3
ｅメール添付送信　→メールJOB
FTP送信　→ファイルJOB
IPアドレス....................................................... 3-1／ 4-2
JOB .................................................................... 1-5／ 4-14／ 5-1／ 7-2
MH圧縮　→圧縮
Network TWAIN ............................................... 1-4／ 5-14／ 5-18
OCR ................................................................... 2-21／ 5-8／ 5-16／ 6-14
Ping送信 ........................................................... 4-5
PDF .................................................................... 1-8
SMTPサーバ　→メールサーバ
TIFF　→シングルページTIFF  ／  →マルチページTIFF
TWAIN　→Network TWAIN

あ

圧縮 ................................................................... 1-10／ 5-7／ 5-15／ 5-21
裏当て　→ADF裏当て  ／  →原稿押さえパッド
オペレータパネル ........................................... 1-6／ 2-1

か

解像度 ............................................................... 1-9／ 6-6
外部送信確認　→メールドメインチェック
画像処理 ........................................................... 6-9
片面モード　→片面／両面モード
片面／両面モード ........................................... 1-6／ 7-2／ 7-6
かんたん読取り設定 ....................................... 5-9／ 5-16／ 5-22
グループ ........................................................... 4-14／ 7-2
グレー ............................................................... 1-9／ 5-9／ 5-16／ 5-22
ゲートウェイアドレス ................................... 3-4／ 4-3
原稿の縦横 ....................................................... 1-7／ 6-2
原稿押さえパッド ........................................... 1-7／ 4-9／ 6-2
原稿サイズ　→用紙サイズ
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サービス ........................................................... 4-16／ 5-1
シングルページTIFF ...................................... 1-8／ 5-7／ 5-15／ 5-24
設定情報の待避・復元 ................................... 4-18
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修理・お問い合わせについて

当社では、お客様に安心してイメージスキャナ fi シリーズをご使用いただ
けるよう、万全のサポート体制を整えています。
購入時にご加入いただく契約サービスと、必要な時にその都度ご利用いただ
けるスポットサービスによりお客様を強力にバックアップいたします。

■ 契約サービス

■ 定期保守サービス

年に1 度予防保守を行います。万一の障害発生時には、保守員がお客様
のところにお伺いして保守修理作業を実施します。

■ 定額保守サービス

万一の障害発生時には、保守員がお客様のところにお伺いして保守修理
作業を実施します。

なお、コール受付窓口については、担当の保守員にお問い合わせください。
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■ スポットサービス

■ 持ち込み修理サービス（有償）

当社所定料金と部品費にて修理をおこないます。
当社修理拠点までの送料は、発送元負担となります。

■ 引き取り修理サービス（有償）
※ 保証期間中の場合も有償となります

当社指定の運送業者がお客様のご指定日時に引き取りにお伺いし、修理
品をお預かりします。修理品は業者が梱包いたします。

■ 代替機サービス（有償）
※ 保証期間中の場合も有償となります。

「引取りサービス」をご利用いただいたお客様には、修理期間中の代替機
貸し出しサービスをご利用になることができます。

・代替機サービスは、引き取りサービスとの併用でのみご利用でき
ます。代替機サービスのみのご利用はできません。ご了承くださ
い。

・代替機については、同一機種ではなく、同等機能をもつ機種とな
ることがあります。

部品費については、当社所定料金が別途必要になります。保証期間内に
正常な使用状態で故障した場合は、無料で修理いたします。
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■ スポットサービスの場合の故障・修理、および各種お問い合わせ

なお、本サービス内容は、予告なく変更される場合があります。
詳細につきましては、当社ホームページでご確認いただくか、またはPFU
イメージングサービス＆サポートセンターまでお問い合わせください。

受付窓口 PFU イメージング サービス＆サポートセンター

E-mail scanners@pfu.fujitsu.com

電話 0120 - 37 - 9089

042 - 788 - 7746 （携帯電話からおかけの場合）

受付時間 月～金曜日
9:00 ～ 12:00 、13:30 ～ 17:00

（土・日・祝祭日・当社休業日を除く）

修理拠点 株式会社PFU 金沢クーリエセンター

電話：076 - 204 - 2600

※住所につきましては保証書の記載をご覧ください。

ホームページ http://imagescanner.fujitsu.com/jp/



このマニュアルは再生紙を使用しています。
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